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調査風景

例
吉本

書
は
、
平
成
二
十

八
年
十
月
八
日
か
ら
十
二

月
十
八
日
ま
で

、

横
芝
光
町
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー

で
開
催
の
企
画
展

「横
芝
光
町
田
石
仏

野
仏
の
さ
さ
や
き

L

の
図
録
で
あ
る
。

ま
た

、

図
録
で
あ
る
と
と
も
に

、

平
成
十
五
年
か
ら
調
査
し
て
き

た
右
仏
調
査
の
成
果
で
も
あ
る

@

右
仏
調
査
は

、

当
初
合
併
前
の
旧
光
町
の
生
涯
学
習
講
蓮

「
ふ
る

さ
と
発
見
」
で
始
め

、

平
成
十
八
年

、

横
芝
光
町
と
し
て
合
併
を
経

て
、
歴
史
ロ

マ

ン
研
究
会
に
引
き
継
が
れ
、
合
併
町
内
全
域
を
対
象

と
し
た
a

調
査
は
石
仏
一
基
ず
つ
カ

I

ド
を
作
成

、

台
帳
化
し
て

、

そ
れ
を
も
と
に
ま
と
め
た
の
が

、

問
者
接
半
の
表
で
あ
る

。

表
を
ま
と
め
る
に
当
た
っ
て
は

、

現
研
究
会
西
t
山
太
郎
会
長
走
中

心
に
し
て
台
帳
を
精
査

・

整
理
し
、
そ

れ
を
事
務
局
の
社
会
文
化

課

貫
道
津
明
が
表
化

L
、

図
録
を
編
集
し
た

。
文

責
は
道
津
に
帰

す
ロ

写
真
の
番
号
と
表
白
番
号
ど
を
一
致
さ
せ

、

特
に
形
睡
の
凡
例
は

記
さ
な
か
っ
た
の
で
、
照
合
し
て
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い

。

年
代
は
、
上
に
年

号
で

、

下
に
西
暦
年
を
記
し
た
。

銘
文
等
は

、

枠
内
に
入
る
限
リ
記
し
た
が

、

記
し
き
れ
な

円い
も
の

は
省
い
た
。
守
』
了
ヲ
ホ
願
い
た
い
。

法
量
に
つ
い
て
は

、

高
さ
×
幅
×
厚
さ
で
あ
る
が

、

形
態
に
よ
っ

て
計
測
箇
所
の
ず
れ
が
あ
リ

、

ま
丘
調
査
者
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
場

合
も
あ
る

。

所
在
地
は
、

そ
の
日
か

、

分
か
る
範
囲
で
現
地
籍
を
記
L

た
。

石
仏
が
寺
社
内
に
あ
る
場
合
に
は

、

そ
れ
を
記
し
た

a



中
世
石
塔
①

碑

14 

15 



中
世
石
塔
②
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中
世
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③

38 坂田城跡板碑
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36 牛熊九路神社板碑37 長倉長勝寺板碑
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中
世
石
塔
④
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中
世
石
搭
⑥

44 楳本城跡出土の五輪塔45 樫本城跡出土の宝置印塔

ニ又三褐寺裏墓地の五輪塔

6 
48 '"崖折原庚'"港前の中世石浴客羊寺方柏ィ苛神社下町五輪塔ど宝置印塔



10 傍示戸中島橋脇

7 

店
店
申塔
①

36 坂田坂図域坂下 26 中台大宮神社前

27 木戸台入ロ

離器
“・

J 
自

9 宝米船戸台

33 長倉宮前
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度
中

塔
③
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108-113 新 字宮脇清水神社前

9 
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6 ・ 7 ~本向田 3-5 高本向田 1 括本世冶屋谷

50 入源蔵図
1 1 



27-29 中台円福寺山門

十
九
夜
塔
②

61 . 62 尾重三軒且

26 中台後戸

12 



25 屋形目障

12 ・ 13 古川古里

29 ・ 30 屋形南川岸 27 ・ 28 屋形立合

13 



12 虫生鬼堂

14 



地
直
菩
蓮
②

15 



馬
頭
観
音2 

市
野
原
観
音
堂

26 

16 

屋
形
三
本
松
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2 新井馬場町
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3 新井万福寺墓地の悶置

8 . 9 屋形南川
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は
じ
め
に

横
芝
光
町
は

、

鎌
倉
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
中
世
城
郡
や

、

今
日
も
残
る
社
寺
な
ど
の
中
世
遺
跡
が
各
地
に
占
、
在
し
、
地
域
の

国
人
領
乏
を
初
め
と
す
る
武
士
団
や
土
牽
港
町
人
々
が
盛
ん
に
活

動
し
て
い
た
事
が
推
測
さ
れ
る
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
江
戸
に
近

い
事
か
ら
徳
川

譜
代
衆
的
治
め
る

所
と
な
リ
、
新

田
開
発
が
進
ん

で
多
〈
の
農
民
が
住
ん
だ
。
そ
の
た
め
町
内
各
地
に
社
寺
ど
は
引

の
土
俗
的
な
信
仰
か
ら
棉

々
な
石
仏
が
残
さ
れ
、
各
集
落
の
要
所

要
所
の
道
脇
に
立
っ
て
い
る
。
町
内
で
は
こ
の
多
数
あ
る
石
仏
を

こ
れ
ま
で
に
調
査
さ
れ
た
事
が
な
く
ど
の
よ
う
な
石
仏
が
ど
の

よ
フ
な
所
に
在
る
か
、
実
睡
は
全
〈
分
か
ら
な
か

っ
た
.
そ
こ
で

虚
史
研
究
の
生
涯
学
習
講
産
で
石
仏
調
査
を
し
よ
う
と
言
う
事
で

、

始
ま
っ
た
の
が
も
う
十
年
以
上
前
で
あ
る
。

石
仏
調
査
は

、

光
町
と
横
芝
町
が
合
併
し
、
講
座
が
研
究
会
へ

と
変
わ
っ
た
怯
も
続
け
ら
れ
、
当
初
の
光
町
の
み
か
ら
織
芝
光
町

へ
と
対
車
範
囲
が
広
吋
ら
れ
.
調
査
す
る
メ
ノ
パ

l

も
広
が
っ
た

が
、

十
年
以
土
と
す
う
長
い
年
月
の
聞
に
、
当
初
い
た
方
が
一
人

減
リ
ニ
人
減
リ

L
、

あ
る
方
は
鬼
暗
に
入
ら
れ
た
り
し
て

、

そ
の

長
さ
を
改
め
て
感
じ
る
.
し
か
し
長
い
調
査
の
桔
果

、

横
芝
光

町
の
石
仏
の
あ
リ
方
が
分
か
り
そ
の
成
果
を
連
〈
公
開
し
た
い

と
言
う
帽
い
の
中
た
だ
単
に
報
告
書
と
言
う
紙
面
の
み
に
よ
ら

ず
、
よ
り
視
覚
的
、
実
際
的
に
発
表
す
る
と
言

う
機
会
を
得
る
事

に
よ
っ
て

、

調
査
に
携
わ
っ
た
多
〈
の
町
民
の
苦
労
が
報
わ
れ
る

事
と
思
い
ま
す
。

目
次

写
真

中
世
石
塔

庚
申
塔
l
l

十
九
夜
塔
日

二
十
三
夜
塔
l
l
!

日

地
車
菩
薩
日

馬
頭
観
音
日

子
安
観
音
子
安
大
明
神

1
1
1
1
1
1
1

げ

そ
の
他
仏
像
国

そ
の
他
石
像
物

1
1
1
1
4
1
1
1
t
i
t
t
i
-
-1
1l
山

石
仏
分
布
地
図
却

長倉町馬問観音

は
じ
め
に
目
次
引

一
横
芝
光
町
町
石
仏
の
概
要

1
1
1
1
1
1
2

中
世
石
塔
回

庚
申
塔
四

十
九
夜
格
l
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
m

二
十
三
夜
塔

・

念
仏
塔
問

地
蔵
菩
薩
塔
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

出

馬
頭
観
音
塔
幻

そ
の
他
仏
像
塔
剖

そ
の
他
石
像
物
I
I

I
-
i
}
P
I
-
-
l
i
l

t
-

白

石
仏
調
査
資
料
田

ハ
U

1
7
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一
機
芝
光
町
の
石
仏

石
仏
と
は
そ
の
宇
田
如
〈
石
で
作
ら
れ
た
仏
様
で
あ
り
、
そ
れ
は

路
昨
や
基
地
、
寺
院
な
ど
に
、
人
々
が
注
来
す
る
所
や
生
き
見
に
、

信
仰
の
場
な
ピ
に
関
係
す
る
所
町

、

主
に
露
天
に
建
て
ら
れ
た
石
造

物
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
仏
様
だ
け
で
な
〈
石
桐
や
押
棟
、

記
念
碑

な
ピ
も
あ
り

、

そ
れ
ら
を
含
め
る
と
石
造
物
と
呼
ん
だ
ほ
う
が
適
当

で
あ
ろ
う
。

日
本
で
の
石

造
物
の
初
源
は

、
縄
文
時
代
的
石
棒
を
例
に
見
る
よ

う
に
古
〈

、

古
墳
時
代
で
は
古
墳
に
石
人
が
建
て
ら
れ
、
奈
良
時
代

に
は

記
念
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
平
安
時
代
に
な
る
と
仏
塔
が
石
で
建

て
ら
れ
は
じ
め

、

鎌
宮
時
代
に
は
五
輪
塔
の
ほ
か

、

板
碑
が
考
輩
さ

れ
、
関
東
を
は
じ
的
全
国
で
造
立
さ
れ
た
。
江
戸
時
代
に
な
っ
て

板
碑
に
代
わ
っ
て
供
養
塔
と
し
て
輔
々
な
石
造
仏
像
が
喧
ら
れ
る
よ

う
に
な
り

、

今
日
あ
る

よ
う
な

石
仏
が
各
地
に
立
っ
て
い
る
。

明
治

時
代
以
降
は

、

交
通
開
発
達
に
伴
っ
て
各
地
に
旅
行
す
る
事
が
流

行
U

、
各
地
聖
地
に
巡
拝
し
た
記
念
碑
が
盛
ん
に
哩
て
ら
れ
、
さ
ら

に
四
国

八
十
八
箇
所
や
西

国
三
十
三
観
音
を
う
つ
し
て
遣
っ
た
所
も

あ
る
。
最
近
で
も
交
通
事
故
者
の
供
養
と
し
て
埋
て
た
地
融
が
あ
る
。

検
芝
光
町
に
は
こ
れ
ら
の
石
造
物
が

、

十
年
以
上
町
調
査
の
結
果

、

多
数
存
症
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
.
そ
の
筆
頭
は
威
川
市
平
沼
で
、

各
集
落
に
ほ
ぼ
必
ず
と
い
っ
て

い
い
ほ
ど
あ
リ

、
そ
れ
に
対
す
る
信

仰
の
普
及
ぷ
り
と

、

そ
れ
を
連
立
す
る
流
行
(
勢
い
)
と
財
力
は
た
い

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
十
九
世
塔
や
馬
頭
観
音
、
六
地
蔵
な

ど
決
し
て
特
異
で
な
い
石
仏
も
多
数
分
布

L

、
そ
れ
に
も
増
し
て

基
地
に
は
、
石
仏
を
彫
っ
た
墓
石
が
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
在
り
こ

の
地
域
が
石
造
物
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と
が
分
る
.

ニ
こ
に
紹
介
す
る
石
仏
は

、

紙
祉
の
関
根
か
ら
、
数
多
〈
あ
る
町

内
の
石
仏
の
中
で

、

中
世
石
塔
を
別
に
し
て

、

基
本
的
に
は
主
に
仏

像
な
ど
を
彫
っ
た
理
容
塔
で
、
公
共
的
例
え
は
講
中
か
村
中
途
立

の
も
の
取
り
上
げ

、

個
人
墓
石
、
記
士
碑
文
字
塔
、
石
相
は
除
〈

事
と
し
た
。
そ
れ
で
も
四
百
基
を
超
え
調
査
し
た
対
車
は
千
基
を

上
回
る
@
こ
れ
に
江
戸
期
的
墓
石
や
石
桐
を
加
え
る
と
-
万
基
は
は

る
か
に
超
え
よ
う
。
千
葉
県
は
山
が
必
〈
石
に
は
乏
し
い
県
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
驚
異
と
言
っ
て
い
い
の
で
は
む
い
か
。
そ
れ
で
は
検

芝
光
町
田
石
仏
の
各
種
に
つ
い
て
解
説
し

、

個
々
に
つ
い
て
表
で
記

載
し
た
。

ニ
中
世
石
浴

中
世
石
塔
に
は
博
容
塔
は
無
く

、

主
に
板
碑
と
五
輪
塔

、

宝
匿
印

塔
で
構
成
さ
れ
る
。
板
碑
は
鎌
立
時
代

、

武
藍
国
で
そ
の
北
部
山
地

で
産
す
る
緑
泥
片
岩
を
石
材
に
し
て
塔
嬰
を
遣
っ
た
の
を
初
め
と
す

る
.
下
総
固
で
は
古
噴
的
石
室
に
世
わ
れ
て
い
た
黒
雲
母
片
山
方
(
筑
波

石
)
を
引
き
抜
い
て
板
碑
に
加
工
し
た
も
の
が
多
〈

、

揖
泥
片
岩
削
択
を

武
蔵
型
と
い
う
の
に
対

L

、
黒
雲
母
片
岩
製
の
方
酢
の
板
碑
を
下
総

型
と
言
う
。
二
回
ほ
か
町
内
か
ら
は
ン
ル
ト
岩
製
の
肩
平
九
石
(
飯
岡

石
)
を
石
材
ど
し
た
自
然
石
板
碑
砂
岩
製
の
ム
形
無
種
干
の
板
碑
が

あ
る
。
自
然
石
板
碑
は
車
北
で
類
例
が
あ
る
が
、
時
岩
製
は
他
に
幅
削

例
が
無
〈
、
跳
子
産
砂
岩
で
、
語
種
子
は
多
分
墨
書
き
で
あ
っ
た
ろ

う
と
思

わ
れ
仮
称
来

総
型
と
す

る
。

板
碑
の
殆
ん
ど
は
党
宇
を
中
~
に
彫
っ
た
種
子
板
碑
で
、
他
に
五

輪
塔
板
碑
、
題
目
概
碑
が
各
一
基
ず
つ
あ
る
。
種
子
の
殆
ん
ど
は
阿

弥
陀
畑
来
的
キ
リ
ク
で
あ
る
。
ま
た

、

種
子
を
ニ
字
並
ミ
て
彫
っ

た
双
式
板
碑
が
下
総
型
に
あ
る
。
大
き
さ
は
最
大
で
高
さ
一
ニ

O

印、

最
小
二
五
叩
で
、
大
き
い
も
の
の
殆
ん
ど
は
現
在
も
立
っ
て
い
る
が

、

中
に
は

寺
社
明
暗
石
や
踏
み
石
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。



五
輪
塔
は

、

密
教
で
言
う
と
こ
ろ
の
五
元
景
(
空
風
火

・

水
・

地
)を
塔
で
表
わ
し

、

よ
か
ら
宝
珠
郁
の
空
輸
、
半
月
形
の
風
輪

、

三

角
刑
問
火
輪
、
丸
い
水
輪

、

四
角
形
町
地
輪
を
合
わ
せ
て
五
輪
惨
と

言
う
.
宝
置
印
塔
は

、

宝
直
印
陀
羅
尼
経
を
納
め
た
洛
で
、
上
か
ら

相
輪
・
宜
・

塔
身
・

基
礎
が
重
な
っ
て
塔
を
成
す
。
中
世
の
も
の
は

主
的
隅
師
実
起
が
あ
る
が

、

江
戸
時
代
で
は
な
く
な
る
.
こ
れ
ら
の

塔
は
謀
本
域
跡
か
ら
多
〈
出
土
し
て
い
る
ほ
か

、

町
内
各
地
に
者
在

し
て
い
る
。

三
庚
申
塔

道
教
で
は
干
支
の
内
で
庚
申
の
目
的
夜

、

眠
っ
て
い
る
間
に
体
か

ら
三
戸
町
虫
が
出
て

、

閤
魔
大
王
に
悪

夢
を
報
告
す
る
と
い
う
考
え

が
あ
る
。
そ
れ
を
防
く
た
め

、

村
中
で
庚
申
の
日
に
集
ま
っ
て
夜
通

L

眠
ら
ず
に
過
こ
す
庚
申
講
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
庚
申
講
を
庚
市
干
の

年
に
し
た
時
の
記
念
と
し
て
建
て
た
の
が
庚

申

塔
で
あ
る
。
庚
申
塔

は
室
町
時
代
か
ら
五
輪
格
形
で
建
て
始
め
た
と
さ
れ
、
江
戸
時
代
に

な
る
と
骨
面
金
剛
の
像
を
彫
っ
た
像
客
塔
が
建
て
ら
れ
る
棟
に
な
る
。

町
内
に
あ
る
庚
申
格
は
蛇
て
江
戸
時
代
以
降
の
も
の
で
、
最
も
新

L

い
の
は
大
正
四
年
造
立
で
あ
る
。
江

F

時
代
の
も
の
の
多
〈
は
保
容

塔
で
あ
る
が
、
明
治
以
峰
は
文
字
絡
が
多
〈
な
る
.
場
の
形
態
で
は

、

角
柱
恥
に
宜
を
有
す
る
も
の
が
あ
り

、

ま
た
頭
部
が
山
恥
の
駒
刑

、

頭
部
が
丸
い
櫛
形

、

頭
部
が
尖
る
船
恥
な
ど
の
本
体
に
、
青
面
金
剛

を
浮
き
彫
り
L

、

本
体
下
に
三
殺
を
配
っ
た
台
座
が
つ
く
も
の
が
あ

る
。
他
に
石
桐
形
自
然
、
石
文
字
絡
な
ど
が
あ
る
.
背
面
金
剛
で
は

、

駐
の
毛
を
逆
立
て
慢
怒
の
都
相
の
も
の
と

、

鎧
兜
を
身
に
着
け
た
様

な
も
の
と
の
大
き
〈
ニ
類
形
に
分
ら
れ
時
期
的
な
差
で
は
な
〈
、

お
そ
ら
く
石
工
の
違
い
と
思
わ
れ
る
。
町
内
町
庚
申
塔
の
多
〈
は
←

基
立
ち
で
あ
る
が

、
中

に
は
一
箇
所
に
複
数
基

、

最
大
ム
ハ
基
並
ん
で

立
っ
て
い
る
所
が
あ
る
が
、
必
ず
し
も
元
所
で
あ
る
わ
け
で
な
〈

、

他
か
ら
移
転
し
て
集
め
ら
れ
た
所
も
あ
る
.

四
十
九
夜
塔

十
九
夜
培
は
月
待
浴
の
一
つ
で
、
王
に
女
性
が
十
九
日
田
技

集
ま

っ
て
問
〈
念
仏
識
で

、

そ
れ
を
記
念
し
て
建
て
た
も
の
で
あ
る
.
女

性
が
主
体
と
な
る
念
仏
講
で
あ
る
こ
と
か
ら

、

安
産

、

育
児

‘

女
性

病
平
噛
を
祈
願
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
が

、

町
内
に
あ
る
十
九
夜
塔
の

多
〈
は

、
水

辺
町
近
〈
に
立
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は

水
子
供
暑
が

あ
っ
た
こ
と
を
想
像
さ
れ
る
。
町
内
に
あ
る
十
九
夜
格
的
殆
ん
ど
は

片
脇
を
立
て

、

頬
杖
を
付
い
た
幸
町
如
意
輪
観
音
座
像
を

、

船
形
の

本
体
に
浮
き
彫
け
し
た
り
丸
配
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
形
の
石
仏

に
は
女
性
的
基
塔
も
多
〈

、

そ
の
遣
い
は
十
九
世
議
中
か
戒
名
か
を

添
え
書
き
し
て
い
る
か
で
あ
り
ま
た

、

立
っ
て
い
る
所
が
路
傍
か

墓
地
か
で
あ
る
が

、

お
寺
周
辺
に
あ
る
場
合

は

注
意
を
要
す
る
。
町

内
で
は
八
十
四
基
を
確
認
し

、

庚
申
培
に
次
い
で
多
い
。

五
二
十
三
夜
塔

・

念
仏
塔

二
十
三
夜
塔
も
月
待
塔
町
一
つ
で

、

二
十
三
夜
の
目
に
集
ま
っ
て

飲
食
す
る
講
を
記
士
し
て
建
て
た
も
円
で
あ
る
。
二
十
三
夜
識
も
そ

の
主
体
は
女
性
で
あ
る
と
言
わ
れ
飲
世
の
前
に
念
仏
を
唱
え
る
こ

と
か
ら
念
仏
識
で
も
あ
る
と
言
え
る
。
町
内
町
二

十
三
夜
浴
は
勢
至

菩
薩
像
を
彫
っ
た
も
の
の
ほ
か

、

二
十
三
夜
と
彫
っ
た
文
字
塔
も
あ

り
、

ま

た
、

地
車
菩
薩
像
を
彫
っ
た
念
仏
塔
も
あ
り

、

中
に
は
両
者

が
A
Oい
止
ん
で
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
け

、

こ
こ
で
は
一
緒
に
取

り
よ
げ
た
。
町
内
で

は

三
十
基
ほ
ど
を
確
認
し
た
〈
ら

い
で
、

決
し

て
多
く
な
い
。

六
地
置
菩
薩
培

地
蔵
菩
薩
ほ
悶
嘩
王
町
本
地
仏
で

、

常
に
六
道
を
巡
っ
て
衆
生
を

救
済
し

、

極
楽
へ
導
〈
菩
蓮
で
あ
る
と
古
う
。
平
安
時
代
末
の

末
法

思
想
的
広
ま
り
と
共
に
信
仰
が
盛
ん
に
な
り

、

鎌
倉
時
代
に
は
板
叫

に
地
蔵
菩
曜
を
剖
ん
だ
図
像
板
碑
が
造
ら
れ
た
@
地
蔵
菩
曜
の
像
が

多
〈
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
江
戸
時
代
で

、

主
に
念
仏
供
養
と

し
て
お
寺
や
基
地
周
辺
に
建
て
ら

れ
た
。
そ
の
た
め
基
塔
と
し
て
も

多
数
あ
る
。
こ
こ
で
は
基
塔
以
外
的
地
麗
菩
薩
格
を
扱
い

、

主
に
寺

門
前
に
立
つ
六
地
蔵
を
取
り
よ
げ
る
。
ま
た
、
墓
地
的
前
に
は
地
置

菩
証
塔
一
基
が
立
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り

、

こ
れ
に
は
三
界
方
霊
ピ

剖
ま
れ

、

万
霊
塔
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

、

こ
の
塔
に
生
き
物
す
べ

て
の
霊
を
宿
ら
せ

、

こ
の
塔
を
回
向
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

、

万
霊
を

供
養
す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
。

七
馬
頭
観
音
塔

馬
頭
観
音
は

、

そ
の
名
町
如
〈
頭
に
馬
の
頭
を
載
せ
た
観
音
で
あ

る
が

、

観
音
の
面
は
世
主
の
相
を
見
せ
、
馬
の
如
〈
疾
駆
し

、

唯
物

を
打
ち
破
っ
た
り
衆
生
を
救
清

L
、

晴
悩
を
馬
食
の
如
〈
食
い
早
く

す
と

言
わ
れ
る
。
江
戸
時
代
的

東

国
で
は
馬
を
荷
物
の
運
搬
に
倹
わ

れ
た
だ
什
で
な
く

、

農
耕
に
も
多
く
使
わ
れ

、

馬
を
供
署
す
る
た
め

に
馬
頭
観
音
塔
が
多
数
造
立
さ
れ
た
。

23 
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町
内
の
馬
頭
観
音
港
町
多
〈
は

、

馬
に
ま
た
が
っ
た
馬
乗
り
馬
両
観

音
の
像
容
で

、

主
に
街
道
府
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
や

は
り
荷
駄
馬
と
し
て
使
わ
れ
た
馬
を
供
養
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

町
内
で
は
三
十
基
が
確
認
さ
れ

、

年
戸
時
代
の
も
の
は
像
容
が
彫
ら
れ
、

大
き
き
は

高
さ
六
十
四
以
下
町
小
さ
い
も
の
が
多
い
の
に
対
し
、
明
治

以
降
は
文
字
塔
に
な
っ
て
大
き
く
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
町
内
中

台
に
は
馬
に
関
連
し
た
石
川
ゆ
と
L

て
、

明
台
三
十
年
鈷
の
小
さ
む
出
征

馬
記
念
碑
が
あ
リ
、
そ
の
当
時
は
ま
だ
馬
を
大
明
に
養
っ
て
い
た
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
.

八
子
安
置
春
子
安
大
明
神
塔

子
安
観
音

・

子
安
大
明
神
は
、
本
来
同
一
の
神
仏
で
、
ど
ち
ら
か
と

古
う
と
子
安
観
音
で

、

明
治
の
神
仏
分
離
令
で
両
者
に
分
か
れ
た
。
子

安
観
音
は
安
産
、
子
育
て
祈
願
の
惜
仰
で
造
ら

れ
、

そ
の
像
は
女
身
で

胸
に
子
供
を
抱
い
て
い
た
り
、
乱
を
飲
ま
せ
て
い
る
事
で
彫
ら
れ
て
い

る
。
子
安
観
音
を
信
仰
す
る
識
は

、

今
で
も
町
内
で
行
わ
れ
て
い
る
所

が
あ
り
、
そ
の
信
仰
の
根
強
さ
が
あ
る
。

町
内
の
子
安
観
音
は
多
く
あ
る
が
、
保
容
石
遣
は
十
基
確
認
さ
れ

、

多
〈
は
小
柄
に
子
安
大
明
神
が
杷
ら
れ
て
い
る
か

、
石

詞
が
建
て
ら
れ

て
い
る
場
合
が
多
い
。
ま
た

、

子
安
神
社
も
数
社
あ
る
。

九
そ
町
他
の
石
塔

そ
の
日
か
に
町
内
で
は
紋
が
少
な
く
な
る
が

、
相
々

な
石
浴
が
確
認

一
ぎ
れ
て
い
る
.
仏
教
耳
で
は
小
田
部
西
運
寺
前
に
は
六
観
音
が
あ
り
、

芝
崎
海
老
川
町
観
音
と
合
わ
せ
て
七
観
音
と
も
呼
ば

れ

て
い
る
。
吉
川

本
郷
に
は
阿
弥
陀
如
来
立
像
が
あ
り

、

二
一
}
に
は
も
と
お
寺
が
あ
っ
た

と
い
わ
れ
る
。
長
塚
に
は
不
動
明
王
像
が
ニ
基
確
認
さ
れ
て
い
る
が

、

こ
の
地
が
成
田
山
不
動
明
王
と
深
い
関
係
で
あ
り

、

そ
の
真
吉
宗
寺
院

が
多
い
の
に
係
わ
ら
ず
、
不
動
明
王
像
が
少
な
い
。

外
郡
上
石
灯
篭
の
よ
う

C

、
六
角
柱
の
塔
身
に
仏
像
を
彫
っ
た
石
瞳

が
町
内
に
ニ
基
あ
る

a

一
方

、

町
内
で
多
い
の
は
穴
岬
浴
で
多
{
は

昭
和
十
二
年
に
埋
て
た
も
の
で

、

そ
れ
は
東
聡
新
四
国
八
十
八
箇
所
が

定
め
ら
れ
た
と
き
で
あ
る
。
古
川
に
は
小
高
い
小
中
一
苗
所
に

、

八
十

八
基
町
大
師
像
を
ま
と
め
亡
建
て
た
、
古
川
大
師
が
あ
る
.
ま
た
姥

山
に
は
西
国
三
十
三
観
音
霊
場
を
模
し
た
石
塔
が

、

明
治
三
十
三
年
近

隣
信
仰
者
に
よ
っ
て
に
立
E

ら
れ
て
い
る
.

新
弁
万
福
寺
墓
地
に
は
悶
魔
大
王
師
石
造
が

、

町
内
唯
一
で
あ
る
。

像
容
塔
以
外
で
は
、
宝
置
印
塔
は
寺
院
に
多
く

、
五
輪
浴
で
は
小
川

台
の
宥
昭
一
法
印
入
定
塚
に
は
特
異
な
れ
の
洛
が
あ
る
。
文
字
塔
で
多

い
の
は
読
捕
塔
で
あ
る
.

一
方

、

神
道
品
で
は
新
井
に
稲
荷
台
明
神
的
神
像
を
彫
っ
た
塔
が

、

保
容
塔
で
は
唯
一
で
あ
る
。
ま
た
神
港
で
は
宝
置
印
浴
に
臥
た
龍
神

詞
培
が
海
に
近
い
屋
形
南

川

岸
に
ニ
基
あ
り
海
神
官
仰
の
ひ
ど
つ

の
現
れ
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
神
間
塔
は
石
洞
が
多
〈
、
多
〈
は

札
も

盆
〈
、
刊
の
神
械
を
肥
っ
て
い
る
カ
分
か
ら
む
〈
な
っ
て
い
る
。

民
俗
的
な
神
様
と

L
C

は
喧
祖
神
が
取
リ
上
け
ら
れ
、
町
内
に
も

多
〈
分
布
し
て
い
る
が

、

多
く
は
右
洞
か
駒
形
的
文
字
塔
で
、
咽
治

以
降
の
も
の
が
多
い
と
芭
わ
れ
.
こ
こ
で
は
明
治
以
前
の
年
代
的
分

か
る
も
の
を
表
に
し
た
。

こ
の
ほ
か

、

石
像
物
と
し
て
は

、

道
標
が
道
の
辻
々
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
多
〈
は
明
台
以
降
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で

、

そ
の
道
線

に
は
併
せ
て
霊
場
や
山
岳
名
所
な
ど
を
参
拝
し
た
記
念
を
剖
ん
だ

も
の
も
少
な
〈
な
い
。
近
い
所
で
も
大
山
や
宮
士
山

、

喧
〈

は

四
国

厳
島
神
社

、

出
雲
ま
で
行
っ
た
こ
と
を
標
し
た
塔
も
あ
る
。
道
標
で

は
天
照
皇
大
神
を
記
し

‘

明
白
以
降
の
天
主
制
的
浸
透
を
図
っ
た
と

芭
わ
れ
る
塔
も
あ
る
。
検
芝
に
は
道
標
に
関
連
し
て

、

道
路
元
標
が

ニ
基
確
認
さ
れ
た
。
こ

れ
は

明
治
期
、
各
市
町
村
で
道
路
整
備
に
当

た
り
、
そ
の
路
程
を
測
る
基
本
と
し
て
建
て
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
記
述
は
し
な
か
っ
た
が

、

近
年
も
歩
〈
の
記
念

碑
や
顕
第
碑
な
ピ
が
建
て
ら
れ
て
い
て

、

古
い
も
の
が
忘
れ
ら
れ
、

埋
も
れ
て
行
〈
一
方
で
滑
え
て
も
い
る
。
こ
こ
で
は
ど
ん
な
に
新

L

い
も
の
で
も
昭
和
二
十
年
を
ひ
と
つ
の
境
と
し
で
き
る
だ
け
古
い

も
の
を
理
先
的
に
取
け
よ
け
た
。
今
後
も
こ
れ
に
留

ま

ら
ず
、
ま

だ

埋
も
れ
て
い
る
石
仏
を
調
査
し
‘
多
〈

m
w方
に
知
っ
て
い
た
だ
〈
棋

に
し
た
い
。
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跡 跡 跡 Z赤 跡 跡 跡 害 ノ ノ 地

台 下 下

457I}-J 475-J 475-1 

に板碑新善光 新
善 偽再婚用'i基を寺 光 考

右 寺

25 

中
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20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 
No. 
世

汗山2 然自 双下方 双下方 下方 自 下方 自 自 自
奇，

式総形 式能都 総形 部 総形 黙 然 然

石 型 型 型 右 型 石 石 右 轡

<p 中 中 中 中
15 15 15 年

中 世中 世 世 世
世 世 世 t埜 世 世

紀 紀 紀
{ミ

天天

ニ条線 蓋蓋
天蓋

キキ キキ 格F各パン 洛揺 五
キ サ 銘

') リリ リ ク 文
輪キ
塔 内

クク クク ク 容
蓮 蓮

ク 蓮蓮 ムロ ムロ 像

蓮
台包 容等

台 j員;員
弥弥

'f '1 

ン
黒 黒 黒

ン
』存

ン ン ン

砂 ,. 雲 書 雲
ル

書
ル jレ ル

右

岩 ト
4苦 4者 ef 卜

4苦
卜 卜 卜 キイ

岩 片 片 片 岩 片 岩 岩 岩
岩 岩 岩 岩

27 120 79 67 54 59 60 25 29 37 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 法

14 70 71 89 45 40 37 19 17 34 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

5 10 7 7 6 9 9 5 6 8 

虫 宝
生 虫 米 新 樟 樟 樟
宇 生字 字 弁 字文 字文 塙又字 本 本 本 所在

大 字 城 域 域
カ 迎 町行 石 才T 3高 跡 跡 跡 地

'¥ 山 田 井 越
1210 1210 

404 258-2 1204 1088-1 1224 

星
有町 有町明

形文指定 形指光 長 長福 偽
宮 福
神

士定院
寺前

ネ晶
考

手土 財化 財化 寺 寺

26 



30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 
No. 

下方 自 下方 双下方 下方 下方 下方 自 下方 下方 奇，
総郁 然 臨形 式能都 総形 院形 総形 黙 能郡 総形
聖 石 型 型 型 型 型 石 型 型 轡

<p 中
ゴ氷

中
年

中 世中 草 中 中 中 中
世 世 世 九 世 世 世 世 世 {ミ

1437 

天 天 天 天

蓋 蓋 董 蓋

繕キ者Z キ キ タハ キ キ
r 、

キ キ キ 銘文
培リ瑠 'J ラ 認路 'J 洛繕 'J グ 'J 'J 

/ 内
ク ク ク クク ク グ

蓮 ク ク ク 容
台

蓮 蓮 蓮 蓮蓮 蓮 蓮 蓮ム
サ蓮サ 像

サ台サ ムロ 台 台台 サ台 +ナ 台
ク ムロ 容等

ク ;R ク 2買
弥 f買 Jt ;買

'1 
,t 弥 弥

封、

会E 3宣
'1 ま宣

サ サ

ク

黒
ン

黒 黒 黒 黒 』存
ン

黒 黒

母雲 ,. 雲 書 雲 書 書
ル

雲 書 右

ト
4苦 4者 ef 4晋 4苦

卜 ef 4晋
キイ片

岩 片 片 片 片 片 岩 片 片
岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩

65 99 64 82 83 87 62 58 85 50 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 法

42 46 52 52 58 54 52 38 88 50 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

8 10 5 7 6 8 8 7 8 8 

台 ムロ 台 ，1 、

之崎市寸ー 崎主字 崎芝字 芝晴字 宇寺i馬 字寺場馬 字寺馬場
111 111 111 

宇台馬 台 ムロ
所在

。芋馬 寸場馬一東 東 東 東 場
地

767 767 1544 1544 場 1易
765-1 766-1 1544 

888-1 888-1 1320-5 

西 西 有形町指龍宗 有町指定 京 形有町指飽宗 P長 有町指珪 菓

寺蓮基 蓮寺基
西 西

形文 龍寺 台 形台 師 偽

蓮寺 蓮寺 文定寺前 文定寺前 寺前 文定寺前 堂 考{ヒ {ヒ 前 化 {ヒ 前
ま也 3也 財 財 財 財

中
世
石
塔
③

板

碑

21 



40 39 38 37 36 35 31 33 32 31 
No咽 E

t 
z 
主

下 方 ヤ方 下方 武山 下方 双下方 自 下方 ヌえ下方 下方 奇 ~
総郁 能郡 臨形 蔵形 総形 式総形 黙 総恥 式総司多 総形
聖 聖 型 型 型 型 石 型 型 型 轡 相

E 

中 世中 <p 中 中 中 中 中 中 中
年

世 世 世 世 世 世 世 世 世 {ミ

天 天 天

蓋 蓋 董

福ハ揺 キ キ キ キ キ キ キハ キ 銘文
洛/洛 'J 'J リク

内
蓮 ク グ ク ク グ ク ク ク 容
ムロ

蓮 蓮 像
蓮 蓮 蓮 蓮蓮 蓮ム 蓮蓮
ムロ 台 台 台台 台 ふロ ムロ サ台 φナ 容等
;R ク

サ サ :;A ~Jt 
弥 ク

'1 
昨弥

喧喧

黒 黒 黒
緑

黒 黒 ン 黒 黒 黒

母雲 母雲 雲
泥

雲 書 Fレ 母雲 雲 書 右

4苦
片 ef 4晋 ト ef 4晋

キイ片 片 片
岩

片 片 岩 片 片 片
岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩

51 53 92 57 35 62 78 86 73 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 法

40 50 67 17 43 52 43 53 65 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

6 5 5 2 7 8 7 8 8 

$~ 於
坂 長 牛熊宇宮 谷

崎之字 芝崎字 之崎宇衆 芝崎芋車幾字 村字高 田 倉芋 砂宇台 所在
字奥射

入 東 東 地
内 内 ムロ 間

657-1 657-1 721 1217 930 414 765-1 765• l 765• 1 765-1 

車島宮 車宮島 外坂 長時
社八 安世

西 西 西 西

堀来城田 世幡 蓮寺 蓮寺基 寺蓮基 寺蓮基 偽

寺 喧神 院
基

考
裏 ~ 跡 右社

3也 会也 ま也 会也

28 



50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 
ヘb

中 中 中 中 'l; 
五世 世 世 世 置印 輪 下方 下方 下方 奇，

石 右 石 石
主答 総形 総形 総形

タ群菩 塔群 塔 3群菩 3菩
群 型 型 型 懲

群

世中 <p 中 中 中 中 中 中 中
年

t堂 世 世 世 世 世 世 世 !ミ

宝睦'r 板碑 宝置印 玉輪塔
宝五 天 天 天
置給 董 蓋 蓋
印塔

塔 塔
{ 軍d印h 

塔火
笠一 水主 キ 無南 無尚無南 繕キ羽島 8文6 

五
相輪

4 石 輪風 路リ洛

輪 輪 輪 す少 内2 
格 塔 2827 グ ク 容

水
科身書 相輪主軸 地火 蓮 蓮

保

容等
3 6 輪輪 台 サ台付

24 37 ク

塔身 基 調

礎 町、

2 Jr 
基礎

砂時 時岩 時岩 時 砂岩 砂
黒 黒 黒

母雲 書 書 右

岩泥 岩 岩
4晋 4晋

片 片 片 片
材

岩 岩 岩 岩

88 24 46 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ if. 

64 55 44 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

8 6 8 

目 宮 谷
白

字臨 )11 寸中一 本陸 本臨 磯 宮
よ

宇折 又 宇
原 '11 所在方 輪 字塙 域 域 宇

五 原 ノ 跡 跡 十 1282 J中 地

郎 内 中

23 
3620-1 1472 

12iO 188割6-1 273-1 

受神豊 庚
長 有町指定不 下境八 有町指定水福 形動 都文 寺草 偽

埠ゆ 寺 文院 部犬内幡神
考社 境内 it 境 イヒ 境

裏 財 内
明社 財内

中
世
右
洛
⑤

板
碑
そ
の
他

29 



10 9 8 7 6 5 4 3 2 I N。

宜 主 宜
角 角 駒 角 駒 駒 駒 駒 駒 駒

奇，
柱 柱 升多 柱 脅多 舟3 升会 脅会 舟多 売5
舟多 形 持2 懲

:i: 宝 安 正f走 万 政寛 7t: 宝
延

主手

暦十 暦十 政 延
十

文
力に

草
七 七 '" 五 Zヨ {ミ

1716 1860 1704-1751 I751 1860 1800 1740 1747 

骨面 骨

2〉舎 2七 青正 青 骨面 五十密 青 四 Z 宝 脅面 u E 銘文室面 面徳 面 面 官月 室A 示金 T置企剛 金七 金 省村議 金剛ニ 金 金四 内
剛 (文庚午申 骨l 同 ' 1 支，中. 剛 日間'1 同 '1 卯 容

T 
四

中 像八 像

吉月 = 字 一 ) て砕r 容等R更
1食 s中~ -，崎~ ，村篠ト 容 月

一 吉月担 日 曜 後 正

米賓
日 月

七

村 線担 日

京司
) 

安 高 高 右

時 砂 時 砂岩 時岩 砂岩 砂岩
岩

山
岩 岩

灰 灰
キイ

岩 岩 岩

220 99 68 57 69 80 70 68 70 73 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ;f; 
47 47 28 29 30 44 32 36 65 29 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

19 18 18 15 22 19 13 21 20 15 

若
宝

新井字 新 市 臨本字馬 本高字米
梅

宇 場十井宇馬 花野原 又 又 又
所在，寸#ー

船 字鴻巣 字埠巣 字 融
辺

P 馬場 ノ字 田 主畢 J台 地
田

台
木 仲 谷

340 1553 432 432 420 1405~2 1405-2 1215 1892 84 

何耐

考

庚
申
塔

庚
申
塔
①

30 



20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 No. 

宜 宜 宜
角 駒 櫛 駒 駒 角 駒 駒 角 駒

奇，
柱 牙主 脅多 舟3 舟5 ネ主

升会 形
柱

発2
列多

奇2 :itj 轡

{ 企 寛 天 寛 { 企 正 天 寛 7t: 政寛
政 政 年

フ下 明 暦 徳 明 政十 文
十 ノ\ 十 五 十

{ミ七 ノ\

1706 l窃0 1782 1800 1758 1713 1789 1798 1740 1800 

zE 下 骨 青面 伊伊店長 青面金 政十寛 青 骨

天四八阿 骨面金 時頓成 虫 青 政寛 元文 主出 奉造立 玄 2 寛 銘文
面 寛 上 面 支 {書面正 生面 示戸 金 政十日金自 金剛政十 金 首金暦 ~ 金 警 村t中a 金剛 十年 五金 内

一剛 同制 三郎 剛二 剛七

ま 剛= 発年長巴 庚中剛庚司F 村願 剛ニ 容

F突民川 崎村柴 射式 年三 同'1 就
庚司ド 直主腎接 庚ニ中月官月 木'右佐

三大 像

ニ 水荒五木
正 郡右中 後三 月 宮月 明寺 容等
月

吉月 催兵衛 国 官 掠座j然島 日 エ門 日一 官

B 平良 日 体 左 目

慮111義 ヱ

安全 F 可

左
エ

F可

高 凝 展 高 高 右

砂岩 砂岩 砂岩 時岩 時
灰 灰岩 灰岩 灰 灰 岩 キイ
岩 岩 岩

68 52 60 55 57 81 55 39 110 60 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 法

25 27 28 30 39 27 26 30 28 27 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

24 13 14 10 10 15 15 20 27 9 

海晴之字 海老芝晴字
母 母 母 ムロ

ム寸寺場市口馬f 

虫 車、 傍

子宇 子母字 子宇 字寺馬場
生 下

jf; 

字
寸j車E ー

戸 所在
字

老 無番子安 母 迎
宮 地

''1 ''1 子 子 山
門

3也
1781 1781 461 461 1544 1544 951-1 685-1 213-1 

能寺京 京 偽

稿寺 考

31 



30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 

宜 宜 紗エz 宜
自 駒 右 石 駒

石 角 角 角 角 奇，

意向 柱 柱 柱 柱
安夫 升会 事司 相 発2

脅多 売多 丹多 形
石 轡

文 寛 明 j: 
草 万 延 宝 月豊 万

化 政 和 暦
保 延 宝 暦 応 延

ムノ 、 十
7c 

十 7c ノ\ 九 元ノ\

1804 l窃0 1764 1758 1726 1860 1680 1759 1867 1860 

宮申庚

新
エ
門

主
号
待
庚
申
講
成
就

骨
面
金
剛

享
保
八
奏
卯
十
一
月
吉

B

文
化
大

町
原
村
宿
下
明
和
元
年

青
面
金
剛

十
二
月
吉
日

奉
納
札
庚
申
待
成
就
之
所

青
面
金
剛
三
後

上
総
図
式
射
郡
中
台
村

宝
麿
八
ニ
月

青
面
金
剛

頼
主
神
木

傘
納
月
待
庚
申
結
縁
婚
情
中

青
面
金
剛

延
室
八
庚
申
七
月
記
男
女

高
延
元
庚
由
宇
中

庚
申
格

頼
主
閲
伸
左
エ
門

玄
麿
九
己
卯
一
月
中

ω伸
文
内
容
像
容
等

万
延
元
年
十
一
月
吉
臼

車
中願主

佐
久
間
太
郎
エ
門

慶
応
ニ

T
卵
年
正
月

芝
崎
材
陣
中

ニ
月
吉
日

事タ 凝 凝 展 高 緑
砂岩 時岩

高 高

岩 灰岩 灰岩 灰岩 灰 岩泥 灰 灰

岩 岩 岩

36 67 65 135 173 70 70 50 62 44 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 
28 28 28 32 42 37 33 25 42 21 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 
18 15 14 16 29 12 21 15 33 11 

遠山
木

木
木

谷 谷 崎芝字 芝崎，字毎 崎之宇;毎戸 戸 中
台 上戸 台 宇ふ宮ロ

ムロ ムロ

字 ゆ寸戸 ;竜台 谷宇 宇 市寸{邑F 
庚

町席
の宇 きF 宮 上

宅 老)11 塚 下 田 L ロ ムロ ，ロι ムロ
)11 

273-1 I 1927-1 1072 1818-} 1366-1 711-1 711-1 791 1777--61 1777---6 

有町指定 大 稲 稲
形宮

参神荷 参神荷文神
{ヒ 社前
Pオ

道社 道社
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40 39 
更

38 37 36 35 34 33 32 31 ヘb

日

宜 宜 宜 主 宜
角

摘 柱角 駒 角 角
駒 駒 駒 角 奇，

柱
費三 再生 柱 柱

形 奇5 骨5
柱

舟多 脅多 形 升ョ 形 懲

安 寛 7c 延享 正 i: 天 寛 政寛 正 年
水 保 文 もも 氷 明 政 十 権
七 7c 五 ア巳 ノ\ !ミ七

1778 1741 1740 1745 1711 1710 1783 1796 1800 1727 

安永E 梢芝 庚

青面金 元文 青 青 骨
青面 天明 願主空国 政寛 庚司P 金空E 政十克 天ア平泰 空... 正徳ニ庚

8文6 

(申寛保 面 室面拳造立 宝" 面 a成続b 金 金 氷金
七金剛 金 ニ 金八 内

主骨l 施文元 剛五 骨l 七剛
剛君 村中 剛 + 吉月

回同'1 ニ 容

七 主宇年 庚中 庚中 脅
H申実 一= 庚携申待中 周年

保
月 "'* 面金 正月

宮( 回 二
土 酉 よ 日文 土 吉月 容等
屋 ハ、 総 剛尊 自 宇 全安 日保 月 四 撮
左 坂 よ
エ 十 国

総遠園山r, J¥ 郷

目 4納F 

庚成司F 村

縦

高 凝 耳 高 高 高 高 高 凝
右

時
灰 灰岩 灰岩 岩

灰 庇 灰 灰 灰 灰岩 材
岩 岩 岩 岩 岩 岩

88 57 121 86 150 55 90 82 50 108 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ if. 
33 27 55 40 31 31 34 32 25 28 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

19 20 30 24 19 16 20 21 13 14 

横 bそ 於喪命寸戸
曽

金正
取

長倉字宮
姥 連

芝字真 村幾宇 根
田 ま宇是 立 山 山

坊ノ台宇
字

字 宇氷 字 所在根 下 瓜村
古 和 イ主 地

砂 内 内 前 久 前 {学 ケ
屋 田 イ学

514-3 603-2 657-} 16--2 580-2 66-4 216-8 642-1 320--2 67 

水 畢島宮 偽神
社 考
前 前
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50 49 18 47 46 45 44 43 42 41 No. 
庚申
ま菩

r;v 
駒 角 宜 宜

駒
宜

駒 駒 介。 駒角 角 角 奇，
膏会 柱

柱 柱
舟主 柱

升会 形 升会 形
汗会

丹多 舟多 奇多 轡

寛 三明 天 :i: 
寛 寛

元 宜
政 正 安 政 禄 政 年

+ 十治 日月 徳 氷 氷 十
政 十 十七 JL 五 五 {ミ五 七

1800 1904 1781 1712 1772 1709 1800 1793 1704 1800 

E 寛 骨 天明 青面建孝 正青参 安氷青面 願 宝骨 絶主青面 政十寛 S寛K 青面願 元様十 進参 古 青面 寛 銘文
面 徳面成

金岡'1 豊よ 金 元庚 金剛庚立 ニ 金総 五金宮内 七庚立成申 川村4男4 l 
金草 内

同リ 戊康八剛 庚前司ド 丙同'1 金戸 剛ニ 容

庚司P
十'"司P 正申 村中 同'1 一 年B中H H司賢ド 女 月司提ド 像

野高 古月 中 ぢ月 四為
月 容等

月 三月 同就安全
ぢ

害 村 日 自 日課 県 2 言(

日
日 郷中 宮 建立 日文

'" 宇村

報

高 凝 耳 高 高 高 高 高 凝
右

時
灰 灰岩 灰岩 正岩 灰 庇 灰

岩
灰 灰岩 キイ

岩 岩 岩 岩 岩

61 58 128 82 93 98 86 85 68 55 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 法

27 25 50 28 28 31 31 35 28 29 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

13 13 24 14 16 16 15 20 13 12 

谷
宮 宮 宮 宮 宮 宮 検 古 検

(西 j宇馬11 
111 )11 111 )11 

芝字喜道中字 (西字馬
111 

字尻 宇尻
)11 

芝字砂真F古司、折昨寸一 (宮堀宇 青宇色 所在
高 3易 高場 屋原 内込 )11 )11 志 地

海 ケ

野74尭31 
野先 ) 

) 田 田 ムロ
) 塚

279!}-3 7431 3620--1 2287-2 5411-2 5411-2 1448-2 256-5 514-3 

通宮
橋現間内 偽

神 本在

社
移は 考

前 転
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60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 ヘb
更
国

宜 宜 宜 笠
駒

柱角 駒 駒 角 角 自 駒 角 角 奇，
荷主

舟5 脅多 柱
柱 県 奇5 柱 柱

舟多 形
形 石 汗多 舟多 懲

ニ明 正 寛 寛
寛 寛 三四月 寛 正 文

政 政 年
十治 徳

十 十 政 政 十治 政 抱 化
Eヨ 五 五 九 七 五 !ミ

1891 1715 lROO 18_01) 1793 1797 1900 1795 1715 1805 

庚中 骨 青面 青 青 骨
庚中 放定主出 嘗郡 正 青拳成就 青面 # 正

8文6 

庚申 金面 差王 面 鴇 面 S寛文 元書年; 金剛面 徳五金面塔 金 金 中金
主害 七金建中立 金 ニ 内

文
同リ 同制 骨l 骨l 幸ω 吉月 四剛 庚中 同リ 療申 剛正月 容
十 丁

文 1月E 
) 命寸戸 文 巴 四 官 保

同
宇 ) 宇 B 宮月 村中 臼 容等

害 目 宮月日

願主総
日

回 明
ア
総

{宇治
村合中藤サ

術九年

月

高 凝 耳 高 高 高 粘 高 高 凝
右

灰 灰岩 灰岩 灰岩 灰 庇 板 灰 灰 灰岩 材
岩 岩 岩 岩 岩 岩

50 93 60 110 130 71 61 66 62 76 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ if. 
20 34 30 30 49 33 35 28 28 28 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

13 20 20 17 20 7 15 13 12 

よ 上 上 谷 谷 金谷
ζ子 谷 谷

字輪中 輪宇中 刀比宇中 谷

原字 原字 原字 上ノ宇中 芋道溌中
中 字中 所在

ノ\ ノ\ ノ\ 神羅堀
村 字i草 道

幡 幡 ノ ノ 主主 ノ 地
幡

内 内 前 内 前 ヨ略 溝

1281~2 1 281~2 1281-2 1475 1475 1973 2053 2799~3 2799~3 2799~3 

が石周

積ま のけ 偽
文に

れる 字祭事飯同 考
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70 69 68 67 66 65 64 63 62 61 N。

8 司

駒
宜 角

櫛 櫛
勾

奇会 柱角 駒 駒 駒 駒 駒 柱
形 牙会

奇，

舟5 舟多 舟多 舟会 丹多 形
舟多 懲

明 元 政寛 文
ア℃ 政寛 政寛 政寛 政寛

化 主手
治 禄

十 十 文 十 十 十 十五

18Eヲ17 
ア巳 {ミ

1872 1800 1690 1736 1800 1800 1800 1800 

PE 硯 元骨 4造立b 政十寛ー まT三町E 嘗村講中 青面金 十文化 元 青面奉庚ま待申中陣 村当空田政寛 主e 青面 孟. 青面 瓦十官 金青面 背面 銘文
禄 面

村 品A 五j色 = 金 文金 郷 金 十 十金 十 金 金 内

ま中脅剛 庚十司伊 剛 g中奏 剛四 員庚司F 剛 ψ 剛ニ ニ剛 ニ 同'1 剛 容

庚申 庚十'" 
ニ 剛

年 'f 

年8中R 
像

容等三同 安会月 月 村中一一 吉月建立
担 F¥ 吉月

正

日 二日 日均中白 一後一一 処 月

後 日

高 高 高 揖 高 躍
右

砂 砂岩 砂岩 灰岩 灰 灰 砂岩 庇 灰 灰岩 キイ岩 岩 岩 岩 岩

65 68 65 75 97 58 45 39 39 69 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ;f; 
26 34 33 21 40 28 28 26 31 28 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

18 14 15 15 19 13 15 I 1 18 18 

目 目 目
原 原

ムハ市ー 六ホ ニ木 字韻 羅宇 躍 原 原

(畏嫁 十四戸字 (埠長十戸 〈長十一 戸字 字 方 方字東 才字車 字方 所在
回宇 五 五 五 谷

制
~I ) 思宥l ，~ 郎 ;~ 性 東 地

台 台 台 田 坪 坪 坪

5118 5118 6905-} 433 433 433 2752-1 1352-2 1352-2 1352-2 

神豊安社 神畳受社 神豊堂 珪 P量 ?圭
原 原 原 何耐

寺境内 寺境内 境寺内 考社
前 前 前
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更 80 79 78 77 76 75 74 73 72 71 No 
回

宜 笠 宜

柱角 柱角 角 駒 駒 柱角 駒 駒 駒
奇，

柱 脅多 舟多 丹多 形 牙会

升多 舟多 形
升多 鱈

寛政 宝 文 宜 享県
宜 寛

享政 " 
年

十
歩下 政 永 十 十 和
七 七 ノ\ ムノ 、 !ミ

1800 1810 1824 1811 1721 1800 1800 1802 

仲 22 室永主田拳成 E 文
222 ad2 4t R p 

骨

尾領キ至惣金サ 空山金岡リ 政十寛
青面 官庚~ 背面 銘文

事，. 間官面金l 高 面 留中和問.. 剛亘ム 十ー 七金綻庚檎申 金政七 八 金 六 Z 金 金 俳兵 (宇文 Sー手
金 内

年庚 剛 剛年 辛剛 同リ 同リ
調q 容

庚中 ,p 術五

十申 ーさち
像

吉丹 郷中 年庚司F 吉月
正月 月

月 容等宮

吉珂痕
日 吉 自 日

日

吉月
日 野高 4食 B 

村議中当
キ寸

高足 凝 高 耳 高 凝 高 5 

岩灰 灰 灰岩 正岩 灰 灰 灰 時岩 時 時
キイ

岩 岩 岩 岩 岩 岩

104 84 90 67 67 96 32 69 49 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ if. 
30 34 53 36 31 39 28 24 35 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

13 16 25 15 19 30 19 13 20 

木 (木 木 且
(白戸 (三十木戸 三木 白戸 戸、戸

字金
尾 (七木戸 木 (長六木

磯寸十ー
) (磯白 十戸 )磯字十 ) 磯白十宇 杢受 五十 (長戸芋 +戸 所在

白四宇 回宇 代イ ノー字 理四字

} 磯蜘l "'1 
ムノ 、 ムノ 、

北軒 内宇 神割 ) 塚 制 地

害4 割 事'1 側屋
798-1 6905~1 6905-1 786 786 43 1 6~2 775 6077 5467-1 5118 

正 新 上部重輪 天
偽光 隆寺 祖

院 欠寺 境神 考
前 前 損前 内社
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90 89 88 87 86 85 84 83 82 81 ヘJo. l ~
可
封

角
宜

駒 駒 駒 駒 駒
自 自

柱
角 櫛

奇，

牙主 荷多 無 黙 柱 恥
升多 脅多 舟多

石 石 骨会 汗多 懲

安汗に 元 天 天 7c 年
探 保 明 文

九 九 九 ノ\ 五 !ミ

1780 1696 1838 1788 1800 1800 1740 

骨面 zE 青面 天
青 骨

庚中 青面 青 青面 8文6 

面叉 面 導宝ヨTロE 傘透立金 九企 金
保

金明 金 内

久木4右5 
九年 金 金

町川 年子十 剛 同制 同 '1 珂リ 文 同リ 例剛庚申 調q 容

九吉月 ( 宇 保

文 容等
月ー

ヱ 吉 芋
官拒 門 一日 目

プ文℃ B 後

庚請申中 五

庚'" 

屠 高 高 ン ン
耳

右

時 灰 砂岩 灰岩 灰
Yレ ル 時

灰岩
時

岩 岩 岩 ト ト 岩 岩 材

岩 岩

62 86 57 68 65 24 35 75 132 46 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ if. 
33 30 27 29 27 25 14 60 39 26 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

12 12 14 12 10 17 8 44 24 12 

ニ木 ニ木 五木 木 (三木 三木 三木 三木 (三十木戸 (三十木戸
十戸 十戸 十戸 五戸

辻十戸 (十戸
() 磯白十4=Fl戸宇 () 磯由十割= 戸宇 所在

五宇 五字 九字 十字 一字
) 鴫白三宇

白三字 白三字
九 ) 噸割 ) 噌制 地

制 ~I 割
t11 制 事リ

1214 1214 4632-1 4632-1 1680 1886-1 1886-1 1886-1 1886-1 1886-1 

光 光
辻観 不動噌白 動不磯白 不動磯白 不白 不動磯白

泉寺参道
泉 偽

寺参道
動磯

境音 院 院 抗 院 院 考
内院 前 前 前 前 前

38 



庚
申
塔
⑩

100 99 98 97 96 95 94 93 92 91 No. 

宜
角 角

宜
自 駒 駒 駒角 駒 角 駒 奇，

柱 柱 柱 持多 柱 脅2
4供Mえl 骨会 形 牙会

舟多 荷主 舟多
か 升多

石 轡

宝 安 政寛 政寛 { ゴb 享 政寛 文 安 年
,t. 永 十 十 ," 和

十 政 永
Eヨ 九 '" 七 五 {ミ

1707 1780 1800 1800 1707 1804 1800 1824 1776 

宝永 骨面金成傘 zE 青面高負 以品 青 骨面和享 庚中 z S寛支 ヲミ育関 青面 安 銘文

上 面同4品ht 4成絞P 政面 郷中 金剛 主庚十申宇同TJ:申
九企 金ょ 十 金 金三 金十 七金 内

年子十 剛 剛講 ニ剛 剛庚申 文 剛 ニ 皮ゆ 肉 '1 容
中

五司健ド
総 庚司ド
因果ム あー 宇 像

'" .. 十 関村中 一 容等四 月
月一

月 世 官 拒 月 ，中脅 世 吉月
，、 吉月

奮 安楽 ぢ 安寧 日
日 B 自 目

日

上

頼省村t主a 
総

清園水
村 中

凝 高 高 車
ン

足 其 耳
右

砂岩 砂岩 1レ

灰岩 正 灰 岩灰 ト 庇 正岩 灰 キイ
岩 岩

岩 岩 岩

113 75 53 47 55 51 35 56 66 70 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 法

49 26 27 28 28 28 14 24 30 30 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

33 10 15 15 14 12 8 22 14 23 

ゴヒ

追喰鳥 鳥 栗山 栗山 栗山 木，水青 ニ木
() 開十ー木戸 () 間十ー木戸道祖喰新 橋字場 橋字場 橋字場 戸市寸ー

() 開十戸 所在
宇宮 祖新 九字 九字

神田 神田 百 九宇
割 制 地

脇 芋 宇 山 山 山 劃 劇

5058-1 427-2 427-2 2705 2705 2705 9617-47 944 9856-6 9856-6 

4水背
庚申 庚申 庚中 動たし 定期的 偽

神
社 塚 塚 塚 考

前 移
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110 109 108 107 106 105 104 103 102 101 No. 
E 
E 

宜 笠
ま

角 角 駒
角

駒 角 駒 駒 角 奇，船 柱 柱 柱 形
柱 持多 脅2 骨会 柱升二 舟多 列多 骨b 轡舟多 奇会

天 寛 寛 政寛 安 政J[ 大 万 寛
年政

明 延 政 十 ," 十 正 延
十七

'" 元 {ミ

'" 1783 1749 1795 1800 1775 1800 1915 1860 1800 

材骨面天 22 B寛文E 青 寛 青 骨

好展会庚培中 調‘ 庚 中西儀作建 政十寛ー 金主由岡 '1 荒s繊中, 青函 銘文

面金政十 安面 面 延 中中金型 金 七 金 水量 金 金 内

剛互 年字巳 剛 同制 剛ニ 四剛
珂リ

庚元 ( 剛 容

ヨ長

古阿
庚中 来十 本支 中~-字文 庚十申 鳳 願省村主 吉月ー日

像
卯 訟 宇 容等十 五月 一 主兵月 目

吉円 月
月 宮 吉 吉月 右衛
ぢ B 日 自

中

日 ヨ r, 

凝 浅草 高 高 高 車 現 足 其 耳
右

灰 灰 灰 正 灰 灰 灰 庇 正岩 灰 キイ
岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩

108 147 79 82 63 54 73 75 67 76 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 法

45 44 29 40 31 15 38 27 33 28 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

33 30 19 36 17 28 31 17 22 15 

屋 屋
屋

づヒ
新

新字島 新新字島
新 屋 奇字多 屋 J青

字島 寸島ー 牙2 舟多
舟宇2 脅宇荒場多 水 所在宇 字

宇宮新 本 宮 宮 荒 地新 本
田 田 田 開 前 前

松
j動 脇

2968 2968 2968 2817 180-1 同0- 1 1799 921 921 5058-1 
Zヨ Zヨ

をま 社 社 社 千土 偽
神 神 神 神 神
社 軍士 をcl 社 社 考

前 前 前 前 前
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庚
申
塔
⑫

114 113 112 III No. 

角 駒 駒
柱 奇，

丹生
形 奇3

轡

正 '" 寛 安禄 政 年
捷 十 十

政
ムノ 、

1五102 
七 {ミ

1716 1800 1860 

屋 Z 品 青面冗 願 青政寛 安 2 ぁ 銘文
主面 政金郷

形金 金 f 当金十 七度年~ 剛 安全中
内

“講十中 剛 J庚十申』 剛五 村中 岡'1 ニ 容

壬巳 8十司健ド 像

容等
人 =年

吉月
吉月 報月 ぎ月 ヨ
日 日

現 足 其 耳
右

灰 庇 正岩 灰 キイ
岩 岩 岩

75 63 83 89 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 法

37 45 33 49 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

24 22 16 29 

屋 宇新島
新 新

丹会 宇島 字新島 所在字
立 新 新 地

会 田 田 田

5 165ー l 2968 2968 2968 

社 千土 神社 偽
神 神
社 社 千土 考

前 前 前

十
九
世
塔

5 4 3 2 1 
No 

櫛 櫛 櫛 船 船 奇，

売主 升二 形 持多 丹多
鯖

宝 畠永 文 { ゴb 年
暦 政 暦
七 七 五 ノ\ (て

1151 1854 1822 1758 

月宝暦
ノ\ ノ\

日 各省
前

峰喪村善 主よー 易永 軒村免lf 如 文 女ロ 女ロ 文
意 主相 政五 輪意 か意輪 十
輪 輪七 ぢ九 容内
観 観年 観年 観 や岨杭夜4ト
音 女脅一 女音五 音 I女人音識仏中 !年

人中 宮問 人月
中 容等

日

4女人11中脅 塚材貝

高
右

時岩 砂岩 砂岩 正岩 時岩 材

60 65 81 62 70 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ;'1そ

23 27 30 26 34 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

11 20 21 15 20 

住 樟 陸 寵 躍

本 本 本 本宇 本宇
所在字両 字 字南 宮 融

向 J台
地

田 田 田 ノ

ヤ 幸会

746 746 746 415-1 84 

備

考

十
九
夜
格
①
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15 14 13 12 11 10 9 8 7 

九 駒 櫛 船 船 櫛 九 船 櫛 櫛,h 奇多 形 奇3 奇多 奇2 彫 骨手 骨2 升2
奇，

鰭

宜 晶 寛 明 { ニ包 明 寛 ニ明 年
立文 氷 政 示。 暦 和 S文 十治
九 A ，、 五 F¥ ム，、 五 {ミ

1797 1825 179¥ [768 1758 1769 1791 1892 

女ロ

‘也vば
女ロ 輪 如 f 女ロ す" 女ロ 女ロ 女意。 3'文E 

女ロ 女日 " 意 観
政寛輪章安 立 脅輪観ー 宝暦八 Zを五概2 十九舗女1中男実 意輪 意 脅ー“ 文

輪 音 輪 輪
観 像 主平観音 場中 輪 輪 三

観 観 容内
音 観 観 観音字亥 音台 音 Z 音 音 脅

服同 妙孜克
，、 像

為潟果 冒ヨ。ι 郷中 四
月 容等同

明九 女P 女 セ 吉

願成 倍 年 善後也 意人 十九月
市十九 日開 日

臼

建立女ハ 輪観講中 野原村 議内0/ 和六年税局

t埜 ヨ

音
五月

菩曜

砂 高 砂 躍 高 安 高 砂 時
右

砂
岩 岩 灰 岩 灰 日 ム 灰 岩 岩 材

岩 岩 岩 岩 岩

33 72 76 60 92 74 46 77 58 88 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ if. 
25 30 34 32 39 37 36 37 26 30 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

18 18 16 17 28 20 16 9 15 18 

{場 宝 { ゴ包 新 市
樟 醍

方丈 米 { ゴb 宝 米 井 野
え 本寸一 本字戸 品寸ヤ一 米 米 宇 字馬 原字観 字 所在

寸ヲγ
五木 表字 表字 大

1', 部
田 向 向 地

f易 イ中 田 回
田 田 音

213-1 456-1 1183 1183 1204 433-[ 376-] 1215 746 746 

西 西
備

徳寺 徳寺
考

十
九
慌
時
噌
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25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 
No. 

櫛 船 九 九 九 柵 1櫛 桶 駒 船
奇主 奇主 局; 見J 彫 恥 荷主 荷主 形 升2

奇，

鱒

天 安 :� 寛
明

:� J台 年
保 氷 麿 正文

十 暦
九 ,\ ム，、 ノム、 {ミ

七
1838 1779 1756 1794 1884 1752 

女ロ 女n 女2 " 
,0 女ロ 女ロ 生虫 食U 女

女ロ 女日 銘

天空十九夜 小回 情奇五 三界箆霊安氷 意 当 意 文

輪意 立 空輸 政六貧冊音広 省4邑4 意輪 意人保輪 ハ輪立 輪

九戊午 観 女 部 観 輪 村輪中
観 ;; 内

観 観 組 観 観 観女
ニ 音 人中

キf 脅 年観女 音音 台 iT 午悶中音人 音 音 十脅人
像 中 '" 吉月 r¥ 月 容等

十

暦ニ吉宝業月 九講中fト実 成筑易女男日

月

村中 十九二吉祥月暦支
鴇夜 六 自

善4男8 自予
女

時 現 安 砂 高 高 砂 高 時
右

砂
岩 灰 山 岩 灰 正 岩 岩 灰 岩 材

岩 岩 岩 岩 岩

67 68 37 42 72 65 39 66 46 51 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ if. 
27 39 33 29 26 30 27 25 28 31 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

20 20 18 20 9 24 21 15 16 6 

芝崎 傍
田 dロι /11 虫 虫 虫 h 白骨

弧部宇
木田 生 生 生 下 庁、

字 字 字dロ馬ι 平戸 所在
大

の剖:
j甚 寺宇前

，寸か一 字 字
弁字

芦
宮字 迎 迎 西 地

3易 3軍 j品 山 ili 台

210 1 ~ 1 168 493 337-2 8881 485 951-1 951-1 661 943 

隆
ムロ 備

寺境 考

内

十
九
夜
浴

③
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35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 
No. 

島旬 櫛 櫛 船 櫛 櫛 船 櫛 九 櫛
周; 奇多 骨会 奇3 奇多 奇2 奇2 骨ク ~， 汗2

奇，

惣

寛 安 寛 j; 天 安 年
政 丹之 E文 層 保 汚之

Eヨ 九 〆\ 七 {ミ

¥79¥ 1775 1787 1758 1836 

女ロ

願主同 情如意品十九議夜中
天

女，'" 女n 女日

政九寛 会岳主明g 村4知当S 
女ロ 講 t口十 女ロ 女口 安水 銘

意 停ザを』そ ニ 善材当 意安朱 政寛章輪観 哲' 当 天係 告長や台 意 鋭 意 文

輪 中立九 t笠 輪

観 対i中再 観音
人輪三 輪 四 輪音観村?当史

輪 脅 iI1 容内
中観音吉月

七観樹 観
音 女組未 九十百~ 女人 一観人中 音

人中骨五月 戸 音 丙音 脅
日 月 月 像

官四
十 容等

観脅

時 揖 凝 砂 時 安 凝 砂 砂
右

砂
岩 灰 灰 岩 岩

岩 ム 灰 岩 岩 材
岩 岩 岩 岩

47 66 67 41 61 99 48 60 47 53 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ if. 
24 28 27 29 30 24 27 30 33 28 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

14 14 14 14 15 16 17 ﾗ 
I I 

長 姥 連 連中 木
中 中

倉字問
山 中 堤宇 戸 中 中
字 て本市r 寸本一 字台 台 台 台

ムロ

所在
下 日 宇 字 ，寸か一 橋市寸戸一
ノ 抑 榔 吉 町 台 台 台 地

中 原

1326 168 584 584 250~2 1933-] 781 781 781 11 59~3 

司、旬d 万 ず 円 円 円
タ色 福 マfキt 事 福 ネ轟 寺福 何崎

院 寺境 寺 寺
考山 山 山

内 ，~ 門 r1 /'1 



45 14 13 42 41 40 39 38 37 36 
No. 

櫛 櫛 櫛 船 櫛 柵 1櫛 船 櫛 櫛
奇主 奇主 骨3 奇』 奇多 恥 荷主 荷主 形 升2

奇，

鱒

安 天 享 文 正 明
宝暦 ::E: 保 年

政 明 + 
E文 徳 4台 暦

A ，、 アじ ムノ 、 '" 九 {ミ

"" 
/¥ 

1856 1786 1729 1818 1714 1871 1759 1760 

女ロ 期芝村善検 知十 保十享 女官 ヲ潟善モ 会ロ '0 全日 女ロ

玄暦 主芯寺方村4女息
女ロ 女日 銘

奮意安 君 九 鋭 意 Z 文

川輪政 女 輪観音 G搾中R 
四 E 女 意 政文意輪 十九 意輪 村2全 意輪 4女S 

主 世 輪
村観三 輪 八 輪音観

輪 奇 観 ;; 内
小a善E 百占 反十一

巳観 親 元二3友 剖台飢 繍夜中 観 観人 観

人 酉 音 音 音 音 脅 音

天 十月
月 人 '" 女人 吉月 日占開 宮 官 容等

自 臼
中目 丙

四

吉月
臼

時 時 高 耳 高 時 高 高 高
右

時
岩 岩 灰 灰 灰

岩 岩 灰 庇 灰 材
岩 岩 岩 岩 岩 岩

64 55 65 56 72 28 58 52 61 46 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ if. 
27 25 28 25 28 36 24 32 25 22 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

11 12 10 12 10 13 13 14 15 

官 平機 (検 (横 (横
数両 教両 寺方 取 取

JiI さ手 Eよ幸- 上芝 上芝
成国新 成田 立 立

字 て1字 11字 新 宇 市寸新一一 芋 所在
天 西 大 大 大 田 田 振 新 地
王 名と 島 島 』る 字 字 子 向 向

本

4834 722-4 2279 2279 2279 98 98 404-1 92 92 
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院
考
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十
九
夜
塔
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55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 
No. 

櫛 櫛 櫛 櫛 櫛 船 船 桶 櫛 櫛
奇3 奇5 売会 奇3 奇多 奇2 売2 奇ク 骨会 汗2

奇，

鱈

寛 天 安 文 貞草 王 安永 年
E主 保 ，下 政 保

五 Zヨ {ミ

"" 1790 1834 1776 1819 1687 1832 1775 

九十

女ロ E寛え 如廟
夫

講夜
女H 銘如係 知安 安日 文 全日 1良1 女ロ道法

女ロ
意 君主

輸意吾Z 
女ロ 乏意安 脅剖 文

輪 ニ輪 意不 雰』 政一一 意輪
輪組五年 図意輪の 意 輪永 輪

観 成 観音十五 観 ー 色旺卯 観 観門 輪 44男SS 師昨四年 観 容内
音

sf中友a 
音吉月 音 合 音 卵音 毎t 脅十 音

宮 日 J¥ 音
惚

日 十 吉 吉月 女 同 容等

間村島作内中 + 日月日
E 人 建a 中 立

女

人

展 揖 高 砂 凝 足 高 高 凝 高
右

正 灰 灰 岩 灰 庇 民 灰 庇 灰 材
岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩

42 60 68 72 85 51 70 53 76 34 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ if. 
38 25 29 25 27 27 35 26 30 30 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

21 16 14 22 12 19 25 16 15 20 

原 目 d作問 }d干宮lv l 
宮 富 宮 谷 を￥ 谷 西

字方車 樟 }l1 }l1 }l1 中 中 中 高

宇 宇 宇 宇 字 字 字

野宇場馬 所在
3菩 作間内 沖 ;蔵原 輪 輪 堀

坪 ノ
ノ 中 ノ ノ ノ 地

T 内 由 内 内 内
1352-2 2386 1516-] 1578 2273-] 8498 1472 1472 1973 7431 

「原寺金 正 備
等
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56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 

奇，
身。
汗2

櫛
骨会

船
形

櫛
形

船
奇2

櫛
形

船
形

駒
育会

櫛
形

船
奇3

十
九
夜
繕
⑦

鱈

年

{ミ

2
 

正
権
ニ
げ2

 

宝
暦
ニ
花

宝
暦
六
四

9
 

文
政
ニ
剖

7
 

安
氷
ム
ハ
川

8
 

宝
永
五
刊

銘
文
内
容
偉
容
等

参

如
意
給

十
九
夜
A
e
d
働

如
意
輪
観
音

十
-
月
十
九
日
ア
総
国
原
方

正
徳

願
主
岡
村
易
会

如
意
輪
観
音

如
意
輪
鴇
中
長
床
材
善
女
人
十
九
夜

如
意
輪
観
音

玄
暦
ニ
壬
ゆ
二
月
吉
田

如
意
輪
観

音

十
九
夜
嶋
中
五
ノ
神
善
男
女
人

知
意
輪
観
音

宝
麿
六
成
予

十

一
月
吉
日

如
意
輪
観
音

文
政
ニ

如
意
輪
組
含

倒
閣
村

本
酒
如
意
輪
観
音

女
人
中

十
五
夜
議
中

如
空
輸
観
音

省
材
善

男
女
人

安
永
六

十
九
夜
念
傍
成
枕
あ

如
意
輪
観
音

玄
永
五
成
子
十

一
月
十
九
B

高
谷

村
越
智
女
人

右

高
灰
岩

凝
灰
岩

高
灰
岩

高
灰
岩

足
庇
岩

凝
灰
岩

謀
反
岩

現
灰
岩

揖
灰
岩

展
庇
岩 材

量

if. 
同
×
甜
×
ロ

ω
×
括
×
却

肝
×
羽
×
幻

日
×
幻
×
げ

位
×
却
×
日

臼
×
四
×
同

制
×
お
×
日

所
在
地

目
躍
字
新
堀

木
戸

字

九
十
三
剖

(
長
塚
)

木
戸
字

六
十
七

割

(
長
塚
)

木
戸
宇

六
十
七
割

(
長
塚
)

木
戸

字

七
十

一
割

(
五
ノ
神
)

4
u
 

尾
垂
宇
三
軒
両
昼
間

4
 

尾
垂
宇
三
軒
屋
間

3
 

68 
ﾗ 
29 
ﾗ 
14 

尾
丞
m' 
寸一

北三
側軒

屋

同
×
ロ
×
口

η
×
潤
×
国

木
戸
宇
十
六
割

(白
磯
高
苛

)

木
戸
芋
十
七
割

一
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磯
高
野
)
瑚 備
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大
正
寺
境
内

8408-1 

宝
寓
寺
境
内

5449-1 5449-1 6077 

重
輪
寺
前

県
道
阪
凋
片

貝
線
沿
い

大
布
川
岸

県
道
飯
凋
片

貝
線
沿
い

大
布

川
岸

県
道
鮫
肉
片

団
側
線
沿
い
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八
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川命
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坪
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光
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75 74 73 72 71 70 69 68 67 66 
No. 

櫛 櫛 櫛 櫛 櫛 柵 駒 桶 身。 櫛
奇主 奇主 骨3 形 奇多 恥 荷主 荷主 形 升2

奇，

鱒

文 文 文 政寛 天 回明
文

:i 享イヒ 年
fヒ 久 5文 保 十治 十 暦 保

七 七 十 {ミ

1810 1863 1819 1795 1832 1909 1815 1753 1725 

十タL

講中f支 文 知 文各省村純

留村下鳥織中食 主必 文久
天

女人 女日 :輪聖 十化 女人
-/1:0 it 続女2 文 政克知願 '0 全日 保 ニ 中田 女ロ 銘

田輪君" 意輪王R曳 中 意輸空怯 主 享保 女ロ
文

意輪ニ七 輪日
~~.:: 

意主 空輸 壬如
輪

観音十壬 合観日" 七輪観 善女 一意 十輪意 ;; 内
観月 人四 組 観 観 音 吉月 輯 観

音九卜 中音古月 八 含 iT 音 音 包 観
脅 年観

吉月 音 '" 月 脅 容等日 日 中人女官日頗 十
主

日

展 高 高 高 足 高 高
右

灰 時
灰 庇 灰 庇 民 灰

時 砂
岩 岩 材

岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩

58 55 62 63 66 81 63 62 99 45 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ if. 
28 25 26 31 39 39 26 29 32 30 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

15 20 16 [2 37 20 [0 [0 29 [4 

ゴヒ

道喰新鳥 栗 五十本戸 笠宮 (三十木戸
木

，青 伏喰鳥
五木 -=木

百噌戸
水

中 九十戸 さ十戸
所在

字 木下
字 九宇 一宇 一字 ) 磯白ニ市f 高字十

祖国 沢 剖 ~IJ 制 事1 "[ 地宮 田字
神字 占 こ配L七.'[ 

脇

5060-8 同6-[ 425-1 435-2 4632-1 4632-[ 1680 1680 1886-1 798-1 

光 光 辻 辻
動不磯白 正

且 p宝 担 観音 光 備

寺境内 寺境内
音 院 院
院 院 前 前

考

前 前



85 84 83 82 81 80 79 78 77 76 
No. 

船 船 船 船 船 1櫛 船 身。 船 奇，
形 売3 形 寄生 恥 荷主 荷主 形 升2

鱒

ニ明 明 明 延寛 明 明 明 安 年
十治 和 4ロ 和 和 和

" ノ\ Eヨ {ミ

1895 1767 1767 1750 1766 1767 1765 1774 

十 十

九 九

，夜a叫h 

在

如

寛延 知金長 十九講次
十 安講;;日月如九 銘

君 女2 明

日開 知拳十九待 告格 日士日開 意輪相 十全議中 三永担鴇善E中E 
文

輪 輪をそ 一治 和意

明和畑講1村4中祈本8 S 

和= 唱輪拘f 語夜dト 安 企日村

観音 三輪 十'" 拾含 せ語告安中
;; 内十

観八 戸丙建銅 夜 三意 庚観寂 I 観 L 観 E 観 t音 年 ー含 丙輪 十音心 一観女

手観 ま
吉 音 三音 吉月官占 人 奇人 '" 月

月 印 目方4女8 吉同ヨ 順妙主 問主 容等
ー脅 日

同女 言

人 人 泉 日

高 高 高 足 高 凝
右

時
灰 庇 灰 庇 民 砂 時

灰
岩 岩 岩 材

岩 岩 岩 岩 岩 岩

35 55 67 73 31 76 57 68 58 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ if. 
27 27 35 29 31 31 30 33 30 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

15 17 [5 18 12 [3 [8 20 [2 

屋 新 新市づ島? 新宇本島
屋 屋 汎ニ ポ; 1ヒ
膏3 売Z ，青 ，育 4脅

升会 市寸事島一 ，寸か• d寸V一 フド 水 水 所在，すか一

立 本
目 字東 字貸l 字g 

本 樟I~ 
地

会 犬四 榔 姉
松 聖 聖 脇

5[53-2 5050-2 1454 2839-1 [780-[ 13 [• 3 863 863 5060-8 

薬 光

王 音寺
備

寺前 考
前

十
九
夜
塔
@
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Eヨ

二
十
三
夜
塔
・

念
仏
塔

二
十
三
夜
付
帯・
念
仏
塔
①

No. 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

膏，角
柱
形

船
形

角
柱
形

船
形

角
柱
形

角
柱
形

駒
形

自
究え

石

角
柱
形

角
柱
形 鰭

'" {ミ

9
 

安
氷
玉
河

享
係
七

寛
政
玉

1193 

宝

"、
五

1105 4
 

文

政
七
山
山

享
保
十
三

ml
 

サ
ク

1122 

銘
文
内
容

・

像
容
等

安
氷
五
丙
市

」
寸

一
月
建
立

二
十
三
夜
勢
至
菩
薩
(
文
字
)

享
係
七
壬
浅
参
詣
十
堂
観
念
傍
成

就

勢
至
菩
薩

官
自

ニ
又
村
岡
行
善
男
女

二
十
三
夜

持
大
勢
互
菩
桂

講
中

文
字

)
克
故

五
年
発
丑

玄

氷
二
乙
酉
七
月
す
日

勢
至
菩
薩

香
取
邸
玄
米
村
巡
礼
講
中
三
十
人

願
主
健
一
本
戸
鍋
野
中

エ
門

勢
至
菩
藍

正
月

M
W
M照

地
蔵
菩
薩

願
主
若
梅
色

広
左
エ
門

文
政
七
甲
子
」
寸
ニ
月
盲
目

勢
至
菩
桂

省
山
五
世

十

夜

(
文
字
)

中
台
村
若
衆

寒
念
仏
成
就

手
保
」
寸三
戊
反
十
二
月

人
間
文
化

十
四
年
イ

一
月

南
無
阿
弥
陀
仏
神
侠
守

右凝
灰
岩

砂
岩

砂
岩

砂
岩

砂
岩

砂
岩

時
岩

ン
ル
ト

岩

最
灰
岩

凝
灰
岩 村

量

ii; 
剖
×
お
×
同

ね
×
お
×
日

日
×
幻
×
叩

日
×
幻
×
叩

別
×

判
×
凹

目
別
×
お
×
幻

同
×
泊
×
日

日
×
日
×
7

お
×
剖
×
同
一

η
×
叩
×
幻

所
在
地

二
又
宇
宙
仲

ニ
又
宇
宙
仲

市
野
生
す
板
里
山

宝
米
字
表

静
一
不
戸
字
富
門
日2

 

傍
一
亦
戸
宇
宮
門
山

ム
ロ
宇
品
寸
馬
場

母
子
字
母
子

中
ム
ロ
字
ム
ロ

多令

説
寸一

村
ノ
内

603-2 

50 

備

考

1215 1215 
新
弁
万
福
寺

一

墓
地

1183 

否
権
寺

1544 

京
龍
寺

461 181 

円
福
寺
山
門



ピヨ

二
十
三
夜
塔
・

念
仏
塔

20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 No. 

角 船 櫛 務J 駒 船 格修 船 船 角
柱 膏，

丹多 形 苅多 形 形 苅多 形 秀多 柱
形 升多 惣

天 天 文 晶 安 三明 アじ プじ
年

保 和 イじ 丹、 永 十治 禄十 才E
ノム、 十 五 五 七 {ミ

Eヨ
1848 1835 1682 1817 1902 1697 1694 

勢 勢 ア禄E 地ー 元源 ，よ云引乞，電
銘

願十 文 十嘉氷 一 安 勢 文
十天 天fーa 亙発覚円 六月 士 永 至 豆 十 蔵善電量 士ニ夜 十五
ー係 主o左e ニー イ十じ 二五 菩藍 菩薩 七菩薩 ま 夜=丙'" 内
一 六 壬菩薩~ 容夜 在四 在 年 吉在年 正 成甲 年四

エ生菩五 日 月( 成
門七 文 三 月 ，~ 

像
丈 十

2芝IE日 よ総国会 女人善男 月十 容等字 字
月 サ 五

) 

八日
言
目

目

y村" 妙国信

是タ 最 凝 提 凝 誕 凝 右

砂 岩砂 老岩少岩 灰岩 岩
灰 灰 灰 灰 灰岩 キオ
岩 岩 岩 店山

72 52 53 43 44 68 68 77 77 61 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ;i; 
39 28 22 22 21 26 24 37 35 24 
ﾗ x ﾗ ﾗ ﾗ x ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

27 16 12 13 12 16 12 25 25 18 

木 木 宮 谷 谷 古 志一
戸 (戸 (長六オミ

字中 宇中
古 JIi 両

白芋 十戸
JIi 

JIi J字Ii 新国十寸一 字作 古宇 所在) 磯十 塚七宇
高 輪 宇南 古 回

七 七 害1 問 回 ノ 里 里
地

制 W'I 内 内
Fかγ 

798-1 798-1 5467-1 1578 2044 1472 204 931 931 98 

正

名院境内手
何耐

考

ニ
ト
三
夜
塔
・

念
仏
塔
②

51 



二
十
三
夜
港
・

念
仏
塔
③

No. 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 

膏，
櫛
形

E持y
事

角
柱
形

主
角
柱
形

櫛
形

槽
形

船
形

船
形

船
形

!'7 
*多

惣

{ミ

銘
文
内
容
像
容
等

年

南

無
阿
弥
陀
悌

1820 

丈
政

二
十
三

文
政
三
及
三
月
吉
日

宝
永
田

1707 

玄
水
四
年

泰
成
就

二
十
三
夜
議

十
月
吉
日

7L 

丈

17泊

願
主
函
連

念
品
加
講
成
就

主
河
水
善
女
す

菩
薩善

女
人

十
五
夜
念
仏

勢
至
菩
薩

元
文

三
戊
午

二
月
吉
田
方
善
女
人
中

7L 
文

1738 

屋
形

9
 

元
禄
ニ

附

手幹~
謀 至這
二 菩立

士 蓮 =
月 三
ニ 夜
十

目

同

行
人

勢
至
喜
薩九月

吉
目

為
ザ
成
続二
十
三
夜
二
世
安
全

勢
至
菩
薩

宝
永
元議

中
安
全

勢
至
菩
薩

鮒m
t-
衛

右花
闘
岩

凝
灰
岩

凝
灰
岩

凝
灰
岩

課
灰
岩

誕
灰
岩

凝
灰
岩

東
灰
岩

最
灰
岩

凝
灰
岩 It 

量

t去
146 
ﾗ 
46 
ﾗ 
35 

日
×
ロ
×
日
一

日
×

日
×

お

お
×

お
×

幻

相
×
m
u×
口

別
×
日
×
刊
日

日
×

お
×
日

。同
×
剖
×
ロ

日
×
日
×
日

日
×
お
×
ロ

所
在
地

木
一
戸
宇

五
十
九
割

木
戸
宇

ニ
十
九
割

木
戸
宇
十

割

560-1 

果
山
宇
内
埜

屋
形
宇
目
樟

屋
形
宇
荒
場

屋
形
字
立
合

屋
形
芋
立
<
ロ

5165-1 2
 

屋
形
宇

一雨
川
岸
叫

屋
形
。

寸

南
}l1 

岸
4952 4632-1 9856-6 3131 1316-3 921 5165-1 

備光
泉
寺

52 

考



五

地
車
菩
韮

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 No. 

駒 丸 九 丸 丸 櫛 九 櫛 丸 丸
膏，

升多 島 月t 周1 周5 形 彫 形 周5 )t 
鱒

天 天 3:弘
保 係 磨

年

十

'" {て

1841 1833 1752 

会也 オ也 ノム、 地天 居宝 -ハ士L匂 ま也
S名

ま也 歩也 ノム、 地天1誘 文
民 政 蔵喜 車 歩也 fL 土色

係 民警蔵四
菩 菩 菩 蔵 蔵菩証 女菩桂坐 乙 自 蔵菩薩 菩薩 内

薩 薩 薩 珪 菩 主菩量 一-言2 

人中 年九 " 立 立 立 薩 生 立
像

像 像 像 立 照像 三 立 像 2 立 像
容等偉 厳 1 傍

日
{象

ノ\

日

寒ふ."'" 
イム

成就

最 東 誕 砂 話 時
右

砂、 そ少 砂 時
元号 灰岩 灰岩 岩 灰 岩 灰 岩 死山ゴ 岩 材

店山 岩

72 57 64 65 61 79 58 67 67 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 去

37 2'1 24 19 27 28 20 29 31 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ x ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

10 20 14 14 18 20 17 20 33 

惇 宝 山二位
宝 宝 市

種本字宮由国 オ之 米宇 野原字布三

表米両T為 方支下 阿γ 

又宇 又宇 所在宇 戸宇門 表市寸一 大 大
西 割R 制F 観 塙 塙 ノ 地

四 田 者 下

661 219 1183 1183 1204 1204 376-1 1210 1210 475-1 

長
新善福 備

寺 光
しし 寺

考

!叶

地
車
菩
薩
①

53 



地
車
菩
置
②

54 

20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 No. 

!'7 オ節 td 丸 丸 丸 九 九 丸 丸
膏，

汁多 丹多 形 周ノ 周2 用3 周多 彫 月三 彫
惣

アじ 寛
天 Yじ

弘
係 禄vト 年

化 禄 政
ムノ 、 ム〆、 九 {ミ

区ヨ

1846 1693 1794 1838 1701 

ま也 21 オ也 ノム、 ノム、 ノム、 歩也 対3 ま也面、
銘

地 文
蔵 元被 蔵喜薩 歩也 歩也 ま也 蔵菩桂 蔵 蔵菩薩 蔵 下

菩薩女 菩薩+ 人 蔵 蔵 蔵菩薩 菩桂坐 事 像菩立薩 対男女喜
内

菩薩 菩薩
容

立人 立中 六立 立 立
像傑中 像弘 像 立 立 坐 像 像 像
容等

化 イ象 像 像 L3 
年

建月
立

民 最 東 説 誕 砂 砂 時
躍 右

.; 
灰 灰岩 灰岩

灰 灰 岩 岩 岩 死山ゴ
民

岩 岩 岩 岩 It 

50 55 68 67 80 50 70 77 77 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ t去

27 21 25 26 24 26 21 27 25 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ x ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

16 21 16 18 7 17 21 14 

木戸 中台 中 中 ムロ木小 JiI JiI 虫 宮
台 宇弁島

台 ムロ
の田 宇

宇ム i場宇ム馬 生宇 下 所在
ヴ門出一

時ナ 崎寸ムロ・ 宮部 ミ手 宇
台 宇 i馬 折 鬼 魚 地

戸 場 内 堂 婁

1329-1 124-1 781 781 493 1544 1041-2 1320-1 20-1 685-1 

金蔵院境内 備

考



30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 No. 

船 櫛 船 丸 丸 丸 丸 丸 櫛 丸
膏，

升多 丹多 形 彫 周2 月3 用手 彫 升ユ 彫
惣

ヲミ 嘉永 年
係
九 '" {ミ

1838 1851 

よ
ま也 ノム、 ま也 水嘉 ま也

銘

ま蔵菩也 総E 国
ま也 歩也 地 歩也 会也 文

民
蔵菩薩 車 産 蔵菩 歩合 蔵 民

菩 菩薩 菩薩 蔵菩薩 菩薩坐
車菩薩 四 菩薩 内

薩 電 薩 容

立 立 立 立 立 坐 立文 立
像

イ象 イ象 像 像 像 像 立 像 像月 像
容等像 ぢ

日

凝 砂 凝 最 砂 安 右

砂岩 砂 山 砂 砂
灰 芝山ヨ 岩 灰 灰 岩

岩 死山三f 岩 キオ
岩 店山 岩

85 23 60 49 75 67 71 86 52 40 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ;i; 
28 13 30 15 28 27 24 27 30 20 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ x ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

16 8 25 20 15 14 14 18 13 10 

長 長 長 長 連 連
木 木戸

堤宇 戸
倉宇 倉宇 倉T 

倉 山 山 堤宇 台 台 所在市寸一 宇 字 日 宇 宇
向 門 入 入 本 本 吉 日

町原 町原 地
神 ;~ 吉

1321 1326 1217 1217 584 584 269 250-2 1933-1 1933-1 

万 方不高 員之 何耐

福 福

寺 寺 寺 考

地
車
菩
薩
③

55 



地
蔵
菩
華
④

" 

40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 No. 

丸 船 櫛 倉合 船 船 争防 オし 丸 丸
膏，

彫 丹多 舟多 苅多 形 形 形 彫 周2 彫
m 

寛文 安 Yじ 文寛 享 年
力支 禄 保

十 十 七 {ミ

1670 1774 1677 1670 1722 

J〆 、- ま也 ま也

元糠十 警肱菩置 十9為界k 

歩也 =月地型吾 五十日 係享 安也 ノム、 対3 ま也
S屯

ま也 民 蔵菩薩 喜蔵 f也

蔵菩薩 蔵
文

蔵 菩瞳 占L 菩薩 七壬 蔵菩薩 蔵菩誼 菩薩 内

菩薩 薩 吉 容

立 立

傍商 品縁2 無菩提
立 坐像装善月 十実立 立 立

像
立 イ象 明L 十月 像 一 像 立 像 像

容等像
月

像

七 安永
す ぢた 七

寛文 月
目

日

十 ぢ
目 午年甲建立

凝 嵐 粘 砂 凝 提 砂 安 安 現 石

灰 灰 板 岩 灰 灰 岩
山 山 灰

キオ
岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩

67 140 87 75 69 45 68 75 122 88 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ t去
25 43 36 35 32 30 50 26 23 26 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

16 24 24 30 17 10 10 15 15 15 

宮 宮

横芝宇 検芝府寸・
古 古r 根曽 方ミ宇手 ミ学 取

}l1 }l1 Jq J 11 脇方字 立
字 大や寸l一 古宇 字 坊ノ合宇 新R聞'f 所在
大 4会 松 石 i11 地,\ 朔3 オ1ミ 本 里 合 前 田 山

4625-1 5475 893 893 120 9-1 16-2 114-1 375 100 

主 選
屋 問 備

福
山 考

寺芳 麓



50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 No. 

駒 九 丸 丸 樫 櫛 九 オし 丸 .it~ 膏，

升多 月3 彫 周1 形 形 彫 彫 周5 形
鱒

アじ 安 JL 年
文 政 文

'" JL {て

1739 1856 1736 

ま也 ノム、 オ也 歩也 歩也 ~ 歩也 安也 ノム、 ま也 ま也
S名
文

蔵 会也

蔵喜薩 車 車政 蔵菩薩 蔵菩薩
f也

蔵菩薩 民
菩 蔵 菩誼 菩薩 L 蔵菩桂 菩薩 内
薩 菩 " 立 薩 立 立 高舟f 卯 坐 立 立 立

像
像 立 像 像 像 像 立 像 像

容等博L 像

Y文E 

月
言
国

四

涙 砂 凝 凝 誕 現 砂 凝 時 安 右

灰 岩 灰 灰 灰 灰 岩 灰 岩 山
材

岩 岩 岩 店山 岩 岩 岩

39 147 60 89 56 66 80 46 64 56 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 去

29 28 29 29 26 28 38 24 28 27 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

15 16 17 16 16 19 32 24 15 16 

原方字車
宮 宮

(宮
谷 谷

谷
19 

宮 宮
)11 111 入)川宇 中 輪中芋 よ中

高
..-..}II ldT ll , 

宇作間内
両T会

太 宇 ノ字 野宇場馬 古宇 所在
;中

失 ネ長
ノ ネT 屋王 大 地

3宇 中 里
間

内 前 )王 �'� 

1352-2 1578 2273-1 10061-1 1363 1472 16-2 7431 4894 4625-1 

陸 正
原 院等 備
寺

考
境内 境内

地
車
菩
薩
⑤

57 



地
麗
菩
薩
⑥

58 

60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 No. 

笠
丸 丸 丸 丸 船船 角 オし 船 丸 膏，

升多 柱 彫 周1 周5 ,iI::; 形 彫 升ユ 彫

形 鱒

明 保享 保享 寛 年
手ロ 政
五 十 五 {て

1ノ7\33 1768 1718 1793 

ま也 君明n 会也 オ也 歩也 ノム、 歩也 安也 ま也

嘗村 地蔵菩薩 願主
ノム、

S名

蔵菩 蔵喜薩 蔵菩薩 係三11 31量者E 法智光 蔵 ま也
文

五 政 車 歩也

手市 菩薩 菩誼 蔵 菩置 主主 内
薩 菩薩 年 的 菩薩 " 立 正月 像立 立 立 坐 立 立 立
像 像 像 立 像 像 像 像 立

像

建立
偉 慢i 容等

砂 砂 凝 凝 砂 現 凝 凝 時 現 右

岩 岩 灰 灰 岩 灰 灰 灰 岩 灰
材岩 岩 岩 岩 岩 岩

65 70 44 117 44 58 46 65 61 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 去

24 32 32 27 33 30 20 29 23 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

15 22 23 15 18 14 13 16 16 

木 木 木 木
(七木戸 六木三木 三木 (三木 (三木

(三戸 (噛白戸十宇 (戸
(噴白十戸宇 五十 (長十七戸宇(寸 戸ゆ寸一 (寸 F宇 白十戸

) 磯白十= 戸宇 ) 噴白十宇磯三宇 合十字 ノ一宇 所在
)辻割 )辻割

割 ~1 ) 磯三
七 七 )七 神割 塚)4Pl 地

事l
制 害 '1 t'l 

1352-2 1608-1 1886-1 1886-1 1886-1 798-1 798-1 798-1 10213-1 5449-1 

境内観辻音R克 観辻 不 不 正 備

境内音院
動 動 光
院 院 院 考



10 69 68 61 66 65 64 63 62 61 No-

船 九 捕 丸 丸 丸 九 オし 船 丸 奇多

升多 彫 形 周1 周5 ,iI::; 彫 彫 升ユ 彫
鱈

プ巴 アじ
7L 

ネ翠 禄十 丈 '" ノ\
7L iえ

1695 1698 1131 

ま也 ノム、

地蔵喜薩 院平アじ 歩也 歩也 歩也 安也 ま也 地三島 ま也
銘

:>: 
語千 蔵菩 ト 会也 車 車 蔵菩薩 蔵菩薩

蔵

蔵菩薩 民
蔵 菩誼 菩薩 菩置 菩薩 容内八 立薩総国新 菩薩

立 立 立 坐 立 立 立 立
亥像場 立 像 像 像 像 像 像 像 像

i象

年 村
博L 容等

念

講idきp 尊本大日 曾宗智奥山 様玄正光山 全安中村

知来 派 院今無量

高 凝 時 凝 凝 現 凝 凝 損 現 石

灰 灰 岩 灰 灰 灰 灰 灰 灰 灰
材

岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩 万山 岩

106 121 113 56 44 66 182 47 83 85 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 去

41 39 21 35 16 23 32 23 35 30 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

30 18 8 39 16 17 22 13 18 22 

新輪字箕島
昼 喰l鳥

i革喰新l鳥 九木戸宇
木 木 木

五木 五木
形 九戸Fかγ 戸 戸宇
宇宮

下 字 十九戸宇 十戸
所在

表寸衛一
九宇

手且田 大A

前 神宇 ~IJ 割 十 割 ~I 地

制 t'l 

19 743-1 2611 425-1 456-1 944 1210-1 4632-1 4632-1 

無
光 光

量寺前 泉寺 泉寺 備

境内 境内
考

地
車
菩
薩
⑦

59 



ム
ノ、

時
頭
観
音
塔

馬
頭
観
音
繕
①

60 

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 No. 

船 駒 角 柱角 E持j 駒 駒 撃1 島J 駒
膏，

汁多 丹多 柱 形 形 形 形 事 升多

形 形
惣

3町 文 文 享 文 丈 文
化

fヒ fヒ 和 政 ィι 久
年

十
Yじ ノム、 七 JL {ミ

ピヨ

1817 1805 1804 1802 1823 1810 1861 

成就百番 2用悟2秩茜国 馬 馬乗馬 乗馬馬 乗馬 罫議必中野; 粂馬 和草 i乗再馬 逼5 馬2 
八 馬文

銘

市長馬 文 文
頭 野原 イ七じ 含月頭久n 馬 馬 戊 観 元 内タ之a 主音旺父坂~ 音 頭 ま貢 三芦 頭観 正

三員 世頭 色中 3観長 E2 建 日 世 酉 容

観 観音 姐音 観 脅観
音 年

音吉月 脅
像

音 4雪 頗彦左支 音 右凶月司 文 容等
丈

日

字
退寄願 字

郷中主村当 衛門

左長
~ 

門

主主 最 手少 課 凝 誕 右

砂 砂 .; 攻》

灰岩 灰岩 岩 岩 岩
灰 灰 民 死山ゴ 岩 It 
岩 疋ω, 岩

54 60 25 45 45 60 59 59 66 38 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ t去
29 27 14 30 22 30 26 28 26 21 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ x ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

12 14 12 21 10 12 27 10 26 11 

長倉宇
木

中 中 <!' 牛熊宇 崎J之宇Aま
市

戸 ムロ 富 野原宇鋭
又

ムロ 台 ムロ

ゆ寸上ー ア 宇 所在
ヌミ 宇 時T 崎寸・

浅 宇 回

部 時門
上 上

原 田 老 西 イ~ 地

田 原 原
村 111 音

374 1329-1 1039-1 1039-1 1039-1 305 1781 661 376-1 1215 

備

考



震
頭
観
音
格
②

当. 

20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 No. 

船 駒 駒 駒 輔 捕 船 駒 角 櫛
丹多 升多 部 升多 汁ユ 形 形 柱 升多

膏，

汁多
舟多 惣

J丹Z、 天
明 文 宜
pムo 政 政

年
保
ピヨ

ート 九 ノ\ {ミ

1850 1833 1872 1826 1817 

馬 i釆i喝馬
よ

銘

i乗i馬馬 馬 頭馬 六馬天 時宮 当鳥政文 政叉馬取八月塁五嘉本 頭観 吉月頭保 頭 十釆時 郷 粂 頭立
文

官三 観音 観四 観音 馬持 頭馬金凶 八観村 内

頭 目頭戊 音 日者 ま兵 頭 T 音中 容

観音 金足
文 文

書見 観 観音百 月
音 字文 音 者 像

) ，κ寸古一 >ゆ寸一 建立 容等

ン 凝 誕 現 』託 現 凝 躍 右

砂岩 砂 ノレ
岩 ト

灰 灰 灰 灰 灰 灰 灰
岩 岩 岩 岩 岩 岩 支山宝 It 

湾山玉

33 40 36 30 37 39 42 58 59 62 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ t去
24 23 20 15 27 26 30 23 36 27 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

10 13 11 11 9 11 16 12 21 15 

木 木 木
尾 原 宮 宮 検

(白戸宇十 (白十戸字 (噴白ノ戸宇十ム、 方 j宇11 芝宇
取

ニ木 宕愛妥イ JlI 立

十五戸宇
宇 (宇

議 字 所在
後字 東 入太 才と

ダf
)時六剖 )磯ノム剖、 坪 )夫 間 本 地

割 )割

里
開

1210-1 754 754 754 1565-2 1352-2 10060 5700-2 893 100 

安。 隆 自
足

原寺境内
性 備

院境内
院

境内
考

61 



30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 No. 

!'7 柱角 駒 角樺 輔 駒 櫛 角 駒 櫛
升多 柱形 升多 汁ユ 形 柱 形 升多

膏，

汁多
丹多 形 形 惣

昭 二明 享 大 寛
寛 寛 文 天

手口 政 政 年
十治 保 正 政

政 保
十 五

十 ート
ノム、 七 {ミ

19E3 39 1892 1925 1795 1801 1801 1820 1831 

iB!E 号 馬 明 馬 頭馬 馬乗克政 馬 馬乗馬 史政十 時1t 当鳥文 本戸 馬天
銘

頭 3台 言君主 頭 釆政 村粂政 頭保
文

主旺 Mサ 観 馬車 観音 馬± 郷 烏長 刻時 観 二 内
世 世音玉年 世 世 頭主主口

頭 ニ 頭一 中宮責 話右定エ ε回 争卯年8 月 容

音 音 音 azT 観 年 観十音 月 音言月 者 {t-'-
像

) 字文 丈 字文 文7 

月 容等
宇 日 立 門吉

日

凝 提 凝 凝 誕 現 』託 砂 凝 時 右

灰 灰 灰 灰 灰 灰 灰 右ω 灰 元山玉

岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩 It 

52 40 48 57 73 60 54 35 71 86 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ t去
30 23 23 17 28 28 27 26 35 33 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

18 13 11 11 18 25 16 17 25 20 

J宝 屋 屋 屋 屋 ユヒ 喰l鳥 喰.1も 果

升多 形 形 形宇
升多 清水 山 ニ木

r寸、一 今命寸一 宇 宇

表下宇惇]
下 宇 1-戸 所在

A ヲ ムゥ 立 宇 芋 宮 五宇

を~ 七月7 切 之ロ、 本 西 伏 協 割 地

松 妻 木
5106-13 5106-13 5106ー13 5153-2 1780ーl 1319-2 2677 166-1 3211 1213 

延 患神社島 備
4ヤ

考寺
前

馬
頭
観
音
塔
③

62 



七

子
安
観
音
塔

・

子
安
大
明
神

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 No. 

櫛 角 事j 石 介よ 櫛 駒 櫛 櫛 櫛
膏，

形 柱 売 軍司 形 形 形 形 事 升多

形 形 惣

宝 五 寛
宝 寛

晶
天 享 和享暦 5交 保 年

暦ノム、 明 政 ヌエ 和
五 ムノ 、 十 十 r:s 十 r:s {ミ

1 7ピヨ"� 1812 1756 1785 1794 1800 1851 1802 1804 

宮安子

宝Z 村関惣 天子子安 威子政寛 子
願乏Z3h 政貧 pιy、 A 村当 村常善女 子安 和享

銘

子 郷女φ Z雪ぐ 係天 和四享誠中野原司府 文
明安 手宝安大子安 安
五 アミ 大 高生+ 安観六 観十 観 白 書女 内聖￥観音女 西神明御司 音 甲 四甲神明 女音ニ 音 十女 人中

人 観骨 十三 人苦手戊 容

十吉月 中 す月 妙弥 四寅 中 中 中年 4' 像
申 大月J 容等建月 正 月

日 日観音臼
立 吉月 廿

五
日 ヨ

主主 高 誕 課 凝 忌少 提 右

砂 砂 .; 
灰岩 店山 岩

民 灰 灰 灰 岩 死山ゴ 灰 It 岩 岩 岩 疋ω, 岩

88 38 66 52 62 63 74 52 66 10 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ t去
39 2'1 29 26 25 27 24 27 26 38 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ x ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

18 14 15 16 17 26 15 11 26 29 

木
木 宮 崎芝寸一 芝崎字 富

樟

新井宇
市

戸 p白、戸宇 }l1 }l1 
下

なえ 野原宇字 宇 ムロ
宇

戸 所在
) 曙十 天 上 上 字 字九 ムノ 、 ノ 柳

1'j 
宮

石
観 地

~1 王 ノ
生割 ムロ ムロ 内 門 者

456-1 154 4834 1039-1 1039-1 1041-2 661 213-1 1130 31&-1 

備

考

主
民
観
音
塔

・

子
安
大
明
神
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七

そ
の
他
仏
像
塔

等

64 

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 No. 

オ節 九 駒 介よ 柱角
丸

櫛 角九 角 九 膏，

彫 丹多 彫 形 形 柱 彫 事 柱
形

形 惣

文 明 和享 天 弘 延 保享 延享 安 年
政 和 明 北 { ヨk 力く

七 ノ\ 五 '" 五 7じ 九 {ミ

1820 1802 1802 1788 1848 1740 1720 1744 1779 

カ

ン

弘 会也 オ也 弘 ノム、 言 南 ;現広寺仕斉 盟一 説関 魔間
安 件]

銘

文
法 政

蔵喜薩 J士 観 四 無 IZ 延 永ブL 無
アミ 菩薩 大 音 T 逼 妙法 予総前図 大 /失妙 内
師 師 菩薩 卵照 王 犬主

ふ識法中ヲ 経J蓮華ま
容

三金 き開句子w 像

月岡'1 2蓮2 容等内会貢
十

牛村熊万百遭無遇照南 丈故三 十一十五和明 南無 ご 和享 郡

弥阿葛霊Jl-ニ 日 曳

す月 念傍成就夜 七
合主

キ寸

郷安全中 4港供S 金開 庚キ十月 日 年牛熊
陀谷 f成t 

イム村台 十ニ
合 村 月
白

最 凝 花 課 凝 誕 巌 右

砂岩 砂 .; 
灰岩 灰 岩 岩商 灰 灰 民 死山ゴ 灰 It 

岩 岩 疋ω, 岩 岩

64 60 110 65 77 60 126 65 59 83 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ t去
25 27 22 24 36 24 45 58 26 33 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ x ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

16 14 15 12 28 17 27 27 19 22 

牛 牛熊字
谷

虫
市 新

種本古宇ムロ 木小 木小 }I! 野

弁宇場馬て。熊γ 宇増 の田 の田 ムロ 生芋寺前 原字 所在
宮部 宮部 字

上 上
ケ -1ニ 宇 i馬 板 J可 地

宿 宿 ムロ 場 里 内
915 915 760-1 493 493 1320-5 483 413 433ー1 508-1 

大
十

万 大 題 新 犬 題
五 井 備

師 塔霊 合平 自 供 目

ま喜 夜塔 A書 塔
基万

養広喜 熔 考
地福
内寺

そ
の
他
仏
像
塔
①



20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 No. 

九 角 九 メぇ 火 丸 タL 櫛 柱角 石 膏，

彫 柱 彫 長 よ足 用3 周;
形 櫨

形 形 形 形 惣

文 文 文 寛 年
九 イヒ 北 丈

イ 十 {ミ

1864 1814 1806 1670 

弘 会也 オ也 不 不 阿 ノム、
銘

阿 地 文
法 無民 有

蔵喜薩 動 化文 4納千座e 骨 >t 弥 蔵三

女景 d笠界;蒜争毛、ヰ
ま也

アミ 縁菩薩 縁 明 ー 明 陀 陀 菩桂界E 民 内

師 王 年 王 知 知 菩薩 容

三十八賞月 摩経成就維
来 来

像

下総画瑳匝
容等

六丈 郷 ご 丈

古月 久三 安全中 界禽重 化十一 日

日年 郡

戎時Z

四

建月
立

最 凝 凝 』託 安 凝 安 凝 巌 右

砂岩 灰岩 灰 灰 灰岩
山 灰 山 尻 灰 It 

岩 岩 岩 疋ω, 岩 岩 岩

30 35 272 114 70 82 200 55 30 95 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ t去
26 26 61 48 32 23 40 36 28 45 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ x ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

19 15 61 38 18 20 28 20 19 45 

木
木

木 宮 姥 牛脂宇新寸本。品一
果

(長)塚十戸宇
宮

倉権宇長 山
山 五十戸字 九戸 J字本11 本)字1] 宇
ゆ寸内一

>土辰干十= 宇 所在
九

下 上
七 ノ 宿 地

与勾 埜 客t ~I ~I ;~ 開 現 内

2967-1 3131 760-1 493 8408-1 5471-1 5476 1094-1 168 915 

社
大 万 万 光 万 備
師 霊 塔霊 院 霊
ま喜 塔

境内
塔 考

そ
の
他
仏
像
格
②
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神
像
塔
等

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 No. 

笠 主
駒 務j 柱角 持持 櫛 角角 角 駒 膏，

柱 柱 形 形 形 形 升ユ 柱

升多 升多
升多 升多 m 

宝 文
天 ニ明 アじ 宝 文 { 二弘 天

暦 化卜 保 十治 文 思 久 磨 保
年

十 五 Zヨ アじ 九 九 {ミ

17己2 1815 1834 1891 1737 1759 1863 1752 1838 

ノ\ 石 輔 明 七月 草AムX 麿大玄J 

楠 守オ兵吉 金 夫
S屯

海 ト神宮 小尊大 十月 1聖太主 元文元 九尾。 文 荷 羅比保九
文

河検'" 
アミ文 荷治
音神量イ十じ

夫大夫
大 ニ 山 久 正月 ブ、 暦宝 内

切死
狗権狗

神明十西 大子 十子真宮 己 頗一ー発- ム人目 神明 年壬
大 戊 容

鯨節 精 官 一 現 総
日 卯年 権現 成隼主為 年九 村両 玄兵 権四 像

五
天 現月

司P 容等月
手長 月 国 右吉 日

i五 新 エ日

甲 図 rl 稲
年 荷
正 宮
月 本

地

最 現 提 提 話 凝 石

砂岩 時 ぷ少

灰岩 灰 灰岩 灰 灰 岩
民

岩 キオ
岩 岩 岩 岩

95 100 52 60 70 75 29 52 11 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ t去

38 36 25 27 27 28 15 35 36 
ﾗ x ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

34 30 15 10 20 26 12 15 21 

屋 屋 木戸

F束ヘ横芝事ぽ，寸dok 千
両

崎芝字車
新

種本字宮形 形 新国 山込 弁宇場馬j宇尚Ii 宇南 (十字 ，字表K 所在
)11 噛白七 敷成田宇 ノ 地

岸 岸 -~J )関丁 台 下

4952 4952 786 l甜3 98 165-1 1138 43 3ー1 481 

イ也西
日

基有ー徳車寺 吉
備

境神 考

り
内社

九
神
像
塔
等

66 



10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 トl i
神

石 石 石 石 石 手，E 駒石 石 石 石 形 |塔
詞 相 示司 詞 言司 形相 形柑 詞 相 相

}こ 』こ 鱒

天 享
寛 安 寛 楳享 保享 宝 享 宝

保 係
Z文

丹、 政 暦 保
"く

九 九
十

七 九 十
ノム、 五 十 五

I払1838 1724 801 1778 1797 1721 1755 1727 1708 

神祖道 神祖道

事

保
九
字
函
十
二
月
合
目

天

保
九
戊
年

二
月
吉
田

川
嶋
権
左
エ
門

寛 |十 道享
政卜祖係
九 |月神十
年|吉九
十 | 日

月
建
立

道
祖
神

百
件崎
l
L
問
屋
引
-
』
本
門

玄

暦
五
吉

臼

泰
造
立
道
祖
神

i草
地祖
蔵神

道
祖
神

銘
文
内
容
像

容
等

道
祖
神

ニ
又
村

土
屋
精
右
門

宝
永

五
成
子
六
月
吉
日

享
係
←l
二
年
覇
王

土
産
庄
エ
門

凝 砂
凝 砂 砂岩 砂岩

話
砂

最
砂

灰 岩 灰 岩 灰 岩
民

右山
万山 岩 岩 岩

59 53 36 68 40 60 29 62 58 54 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 
28 21 42 38 33 27 24 35 31 40 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ x ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 
19 25 14 29 29 19 20 45 15 40 

木 ー木
谷 検

脇寺方同寸白一ー 之崎宇;毎
虫 宝

=木

宇堀中
古 米

噌白ー| 戸 戸宇 長十戸 (上鶴芝宇
生

JlI 
通字 船字ニーかす 塚二宇

寸南戸
割 百 )制

ノ 老 戸
害t

内 ) ヨ了 間 山 }II 
辻

ムロ

1田6-1 I 9551-1 6905-1 3130-2 177-2 540-1 388-1 1777-6 533 1553 
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10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 No. 

角 角 角 角 角 柱角 角 角 角 角 膏，

柱 柱 柱 柱 柱 柱 主主 主主 柱
m 

天 明 田明
明

保 治 十;台
J台 年

十 ト 寸一
{ミ

五
1840 1882 1910 1881 

日 天 奉j李 芝山伊奉拝 塁 S屯
西 月西下 左右 文

きな怠ば 清明国= 泰平 明此茜此方 八王様芝 南寺 此方 柊々 此方 3京集 積柴 " 同島治方国 日丹空 無 八 道間圏直四成山 成勢
八伊芝

内( 1) 
十 十 四 j謹平成 場市 J台L 長 大 目 日東宝 山 ノ\

白勢 山 容
らた山 回押大金衆 市場八~ 成回五超国 大倉 遍師眠 場市太 さ米 伊回 倉 日

所 年来言己改
銚子通 神 選 普神 通 場市 東京 宣日 C ネ宮キ 東京

像

十月主企五 豊栄 検芝 香取 容等
活 魚 碑豆 金国 宮 旭

一占

剛或 大 し
g 原道佐 和

芝 q台p 八" 臼 里 て 銚子J , 日丹、
> 古多ノl 、中 市由 し 道

池図室岩奮 場ぱよこし
佐原

"を 2道

凝 誕 現 凝 誕 凝 話 凝 凝 石

ぷ少
灰 灰 灰 灰 灰 灰 灰 灰 民

岩 キオ
万山 岩 岩 岩 万山 岩 岩 岩 岩

33 75 108 105 98 58 93 85 83 96 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ t去
26 33 33 30 29 19 39 32 38 38 
ﾗ x ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

24 25 23 30 24 13 38 23 32 23 

木
中台 中 崎芝芋戸 'J、 新 新 新 市

宇台 てかムロ宮r チ宇F 船井宇字戸井島
道田 弁宇 花ノ野原 又宇 所在

上 神祖部芋谷 ノ 船 馬場 木字 ま高 地
告3 吉

ムロ 戸 戸

1R四lR-l 124-1 1366-1 791 729-1 911-1 911-1 703-1 420 1210 

神プ宮ミ
備

宇土 考
前

十

道
標
道
株
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20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 No. E 
主

角 角 駒 角 角 柱角 角 角 角 角 膏，

柱 柱 升多 柱 柱 柱 主主 主主 柱
m 

大 三明 安 大
大

大 k 田明 十ー明治
正 十;ら アK 正 正

正 正 十;台
年

ノ\ es 九 Zヨ 十
'" /¥ '" ノ\ {ミ

1919 1901 1780 1915 1924 1915 1919 1911 1895 

日 善光寺デ也
.L 比 東北
奉 方

西奉参東 京日月北西
S屯

ょ拝 ょ 此比大 文

此方大正よ此方 左為オ主

機"東長倉3量t 占雲宮deHa伊勢野高三ヒ
草 木明 J台

堺材謹記堺村 太 方方正 木蕪横姥 かさ八4ナ尾牛怠If 
八年堺村 ハ智 回 八坂田 芝山 4手 田 省空キ企 図治 内

山三峰古峰宮横
容

2差今ι 新 日 課 松尾四 機芝四 長報徳会年倉 双山町吉原多 と尾ト坂途 室 ム主道芝 横芝道尾白十 た年山形 E年 tる 場市 i本草ふてし 国 山 よ 乙古多 像
こ 未サ な成大 大四道 八山

船年= 志ld Ej 
容等

東 総村役
寺国 金尾八田 中台 flj 姥

銚子通 i束金道 か小川見イ吉 il .L 越古多 ヌ月さ
五位回

与士 参 九 日原z電
菩 場 持事己 ノ\ 十九星 通来京
提 4訟

回
道

i遁

材奮
鳳
主

凝 誕 現 凝 安 凝 話 安 安 巌 石

灰 灰 灰 灰 しし 灰 灰 山 山 灰 キオ
万山 岩 岩 岩 万山 岩 岩 岩 岩 岩

92 46 70 68 55 85 47 85 80 90 
ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ t去
26 26 26 31 23 29 23 32 17 27 
ﾗ x ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 量

32 22 24 22 12 14 14 23 28 23 

1ヒ 新宇島 長倉宇宮
長 木 木

屋
清 宮 姥

倉宇宮
中 戸 戸

形
アド }l1 山 ムロ ムロ ムロ

所在字島 字車里
上 字 宇 宇 宇 宇
人 本 ノ

千 ノ 桜前 谷 谷 地
回

場 l~ 下
場

下 部 部
田 田

575-1 6214-1 3051 5476 1733 64 1786-3 1604 1818-1 1818-1 

備

考
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" 

お
わ
け
に

以
土

、

横
芝
光
町
の
右
仏
に
つ

い
亡

、

写
真
と
表
ど
に
よ
っ
て

紹
介
し
ま
し
た

。

思
え
ば
町
田
石
仏
を
調
べ
て
み
よ
う
と
拍
め
た

の
が
平
成
十
五
年
か
ら
で
そ
の
当
時
は
光
町
の
生
韮
学
習
講
座

ア
か
る
さ
と
発
見
講
座
」
か
ら
で

し

た
。
光
町
内
だ
け
で
も

結
構

石
仏
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
ま
た
、
そ
の
中
か
ら
石
仏

と

は

何

百
ろ
う

、
墓
石
も
含
め
る
か
ど
吉
つ
ぞ
疑
問
ち
講
産
参
加
者
か
ら

も

出

ま
し
た
。
平
成

十
八
年
に
は
横
芝
町
と
合
併
し

、

講
命
庄
は
研

究
会
へ
と
衣
替
え
を
し
ま

し

た
が

、

調
査
の
範
囲
が
倍
に
増
え

、

調
査
は
続
け
ら
れ
‘
さ
ら
に
教
が
増
え
て
行
き
ま
し
た

@

一
体
何

時
に
な
っ
た
ら
石
仏
調
査
が

終
わ
る
の
だ
ろ
う

か
、
ま
と
ま
る
の

だ
ろ
う
か

、

時
が
過
き
行
く
ま
ま
に

、

会
貝
の
中
に
は
鬼
籍
に
入

ら
れ
た
方

、

高
齢
に
よ
り
退
会

さ

れ
た
方
も
い
て

、

そ
ろ
そ
ろ
け

じ
め
を
つ
け
る
時
が
き

た
と
思
い
ま
し
た

a

そ
う
し
た

中
で
、

そ

の
成
果
を
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
発
表
す
る
構
会
を
持
て

、
こ
こ
に

出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

多
〈
の
講
座

、

研
究
会
参
加
者
の
労
苦
を
讃
え

、

こ
こ
に
成
果

を
出
せ
る
こ
と
を
幸
い
と

存
じ
ま
す

a

最
設
に

、

右
仏
調
査
に
参
加
し
た
方
々
の
お
名
前
を
記
し
て

、

押
礼
町
言
葉
ど
い
た
し
ま
す
。

ま
た

、

調
査
に
当
た
っ
て
は

、

多

〈

の
方
の
ご
協
力

、

を
賜
け
ま
し

た
。
記
し
て
感
謝
申
し
ょ
げ

ま
す
。

協
力
者
(
敬
称
略
)

橋
浦
芳
郎

、

久
保
田
剛
士

、

宮
内
敏
彦

、

五
木
田
虜
最

早
川

正
司

、
鵜
之
沢
康
雄

、

久
野
一
郎

半
田
昭
善
、

塚
本
是
崎
、
大
津
頼
政

福
原
貞
夫

、

玉
井
ゆ
か
り

参
考
文
献

庚
中
部
胎
話
会
絹
(一
九
七
五
)
日
本
石
仏
事

奥
有
山
閣

岩
沢
利
正
(
一
九
八
八
5

九
九
O
)く
ら
し
の
中
の
廃
史
〆
リ

l

ズ

ズ
I

i
E

松
尾
町

石
岡
市
文
化
財
関
係
資

料
編
さ
ん
会
{
一
九
九
六
)
石
岡
の
石
仏
石
岡
市
教
育
委
員
会

日

本
石
仏
協
会
編
(

一
九
九
七
)石
仏
巡
り
入
門
見
方

・
愉
し
み
方

大
法
輸
悶

房
総
右
途
文

化
財
研
究
会
繍
〈
一
九
九
九
)房
総
め
石
仏
百
還
た
け
し
ま
出
版

芝
山

町
史
縄
纂
室
縄
(ニ
O

一
三
)
芝
占
町
史
右
造
物
編
芝
山
町

石
造
物
〆
リ
l

ご
勢

一不

横
芝
光

町
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
企
画
展
図
録

横
芝
光
町
の
石
仏

ー

野
仏
の
さ
さ
や

き

|

発
行
日
平
成
二

十
八
年
十
月
八
日

桶
集

・

発
行
横
芝
光
町
教
育
委
員
会

横
芝
光
町
産
史
ロ
マ
ノ

研
究
会

三
陽
メ
デ
ィ
ア
株
式
会
社

講
座
・

研
究
会
参
加
者

市
原
勝

、

伊
藤
嘉
映
、
鵜

之
薄
正
夫

、

大
胡
正
寿
、
大

胡
博
子

、

大
木
洋
号
、
小

掠
幸
枝

、

加
藤
松
男
'
加
藤
ス
、
、
\
小
西
正
男
、

越
川
親

、

椎
名
聴
子

、

斡
木
益
郎

、

高
梨
キ
ヨ

、

土
屋
敦

、

長
崎
千
代
美
、
野
村
慌

ニ

野
村
加
津
子

、

暗
口
広
三

、

福
一応
省
輩

、

福
元
ア
イ
子
、
道
津
道
子

、

高
杉
忠
義
、
林
敦
子

、

吉
田
茂

、

布
地
隆
吉

、
布
地
久
子
、
鈴

木
範
子
、
穴
薄
泊
代

、

池
田
勝
子
、
五
木
田
英
雄

、

賀
川
車
美
子

、

西
山
太
郎
、
神
保
誠

伊
蕗
公
男

、

高
久
昌
子

、

吉
岡
元
子

、

池
田
逸
子

、

塩
野
谷
正
之

'p 
~IJ 



 


